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者
な
ど
の
意
見
集
約
を
図
っ
た
上
で
、

よ
り
具
体
的
な
準
備
作
業
に
入
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
作
成

す
る
た
め
の
条
件
が
整
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
市
と
し
て
は
、
国
の
認
定

に
向
け
て
計
画
案
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
有
機
肥
料
の
使
用
や
減
農
薬
な
ど

に
よ
る
環
境
保
全
型
農
業
を
推
進
し
、

優
れ
た
品
質
・
特
性
を
持
っ
た
農
産

物
を
育
成
す
る
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
の

進
捗
状
況
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
も
み
殻
牛
ふ
ん
堆
肥
　
も
み
殻
牛

ふ
ん
堆
肥
と
剪
定
枝
な
ど
の
堆
肥
を

　
ま
ず
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
必
須
５
事
業

の
一
つ
で
あ
る
「
市
街
地
の
整
備
改

善
の
た
め
の
事
業
」
の
う
ち
、
愛
宕

駅
西
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
愛
宕

西
駅
前
線
の
新
設
整
備
と
県
道
結
城

野
田
線
の
拡
幅
整
備
に
よ
る
、
建
物

移
転
、
用
地
買
収
、
工
事
設
計
な
ど
、

必
要
な
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
東
地
区
も
、
東
口
駅
前
広
場
と
東

駅
前
線
の
用
地
買
収
を
引
き
続
き
実

施
し
、
駅
前
広
場
か
ら
北
に
向
か
う

地
区
内
幹
線
道
路
の
整
備
の
た
め
、

排
水
路（
通
称「
大
ど
ぶ
」）を
 暗
  渠
 化

あ
ん
 き
ょ

す
る
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、「
商
業
活
性
化
事
業
」の
う

ち
、一
番
難
し
い
課
題
と
な
る
、ま
ち

づ
く
り
会
社
の
設
立
と
キ
ッ
コ
ー
マ

ン
二
工
場
跡
地
の
商
業
活
性
化
施
設

の
内
容
な
ど
は
、今
年
か
ら
は
商
工
会

議
所
の
主
催
で
、
市
も
同
席
の
上
、

地
元
商
店
会
代
表
者
の
皆
さ
ん
と
検

討
会
を
開
催
し
、
専
門
家
の
助
言
も

伺
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
設
置
・
運
営
す

る
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
二
工
場
跡
地
の
商

業
活
性
化
施
設
は
、街
な
か
に
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
す
た
め
必
要
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、厳
し
い

経
済
状
況
下
で
は
、地
元
の
個
々
の
商

店
が
参
画
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る

こ
と
か
ら
、今
後
は
、限
定
せ
ず
市
内

商
業
者
の
出
店
も
視
野
に
入
れ
、
幅

広
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、専
門
家
の
意
見
も
伺
い
な
が

混
合
し
た
混
合
堆
肥
は
、
畑
作
農
家

に
３
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
堆
肥
の
分
析
結
果
を
県
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
に
見
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
、「
窒
素
分
と
カ
リ
分
が
0
・
6
パ
ー

セ
ン
ト
程
度
で
あ
り
、
作
物
に
よ
っ

て
り
ん
酸
を
調
整
す
れ
ば
済
む
た
め
、

使
い
や
す
い
堆
肥
で
あ
る
」
と
の
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
混
合
堆
肥
の
生
産
量
は
、
当
初
少

量
で
あ
っ
た
た
め
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

に
優
先
し
て
販
売
し
ま
し
た
が
、現
在

は
生
産
量
が
一
定
に
な
っ
て
き
た
の

で
、堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
随
時
電
話
な
ど

に
よ
り
受
付
し
販
売
し
て
い
ま
す
。

◆
黒
酢
の
活
用
　「
ち
ば
エ
コ
米
」の

生
産
は
、４
月
　
日
、県
知
事
か
ら
　
人

20

192

の
農
家
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
書

ら
、
早
急
に
商
業
活
性
化
施

設
の
業
務
内
容
の
詳
細
案
や

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
事
業
採

算
性
を
詰
め
る
と
と
も
に
、

商
業
活
性
化
施
設
へ
の
出
店

調
整
は
、
さ
ら
に
地
元
商
業

    新
た
な
緊
急
雇
用
創
出

事
業 
や

　
　
　
農
産
農
産
物物
のの
ブ
ラ
ン
ド

ブ
ラ
ン
ド
化化
なな
　

　
どど 
報
告
報
告

（
２
面
に
つ
づ
く
）

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
と

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

自然環境維持管理業務で新たな雇用を見込む江川地自然環境維持管理業務で新たな雇用を見込む江川地区区

持
続
可
能
な
農
業
施
策
の

確
立
と
食
の
安
全
の
確
保

煙主　な　内　容煙

定例市議会市政一般報告 １～６面
市民課と収税課の日曜日窓口のご利用を  ７面
１５万人のひろば ８～９面
おしらせ・７月の相談日  １２～１３面
７月の休日当番医 １６面

　
平
成
　
年
第
３
回
定
例
市
議
会
で
、
根
本
市
長
は
、

２１

中
心
市
街
地
再
活
性
化
対
策
の
進
捗
状
況
や
、
新
た
な
緊

急
雇
用
創
出
事
業
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
不
燃
物
処

理
施
設
建
設
事
業
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
　
年
第
３
回
定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

21



許

専
門
機
関
に
依
頼
し
、項
目
は
土
壌
、

生
き
物
、水
質
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
川
間
駅
北
口
駅
前
広
場
の
整
備
　

３
月
　
日
に
地
元
自
治
会
役
員
、
商

31

店
会
役
員
を
対
象
に
、
５
月
　
日
に

10

尾
崎
　
区
自
治
会
を
対
象
に
説
明
会

10

を
開
催
し
、
事
業
の
進
捗
状
況
と
都

市
計
画
変
更
な
ど
の
予
定
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
お
お
む
ね
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
年
度
内
に
は
変
更
手
続

を
完
了
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
第
一
中
学
校
教
室
棟
耐
震
改
修
工

事
　
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
、
夏

休
み
期
間
内
に
主
体
工
事
を
完
了
す

べ
く
、
準
備
中
で
す
。

◆
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
　
５

月
　
日
現
在
で
、
計
画
に
沿
っ
て
取

31
り
組
ん
で
い
る
自
治
会
な
ど
は
　
団
35

体
、
う
ち
個
別
避
難
支
援
計
画
ま
で

整
備
し
た
団
体
が
　
団
体
、
要
援
護

21

者
登
録
者
数
は
　
人
で
す
。

199

　
引
き
続
き
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
基
に
、
説
明
会
の
開
催
や
、
説
明

会
を
実
施
し
た
が
取
り
組
み
に
至
っ

て
い
な
い
自
治
会
な
ど
に
再
度
働
き

か
け
を
す
る
な
ど
、
支
援
計
画
の
一

層
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
　
６
月

１
日
現
在
、　
の
自
主
防
災
組
織
が

121

設
立
さ
れ
、
組
織
率
は
　
・
5
パ
ー

37

セ
ン
ト
で
す
。

◆
ま
め
ば
ん
　
「
野
田
市
南
部
安
全

安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
通
称
「
ま
め

ば
ん
」）
は
、
本
年
４
月
か
ら
、
開
設

時
間
を
　
時
か
ら
　
時
ま
で
と
し
、

14

19

時
間
外
は
、
緊
急
通
報
電
話
に
よ
り

対
応
し
て
い
ま
す
。北
部
地
区
へ
の「
ま

め
ば
ん
」
の
設
置
は
、
ロ
ッ
ク
タ
ウ

ン
内
に
無
償
で
土
地
の
確
保
が
で
き

た
こ
と
か
ら
、　
月
１
日
開
設
に
向

10

け
、
手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
防
犯
の
取
り
組
み
　
防
犯
組
合
　16

支
部
組
織
の
傘
下
で
活
動
す
る
自
主

防
犯
組
織
で
、定
期
的
に
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。本
年
１
月
か
ら
４
月
末
ま
で
の
犯

罪
発
生
件
数（
窃
盗
犯
）は
、　
件
で
、

552

前
年
よ
り
　
件
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

45

　
次
木
親
野
井
土
地
区
画
整
理
事
業

地
区
内
を
南
北
に
縦
断
す
る
都
市
計

画
道
路
親
野
井
羽
貫
線
は
、
残
る
県

道
結
城
野
田
線
ま
で
の
区
間
を
５
月

　
日
に
暫
定
開
通
さ
せ
ま
し
た
。

20　
な
お
、開
通
に
当
た
り
、規
制
標
識

や
標
示
板
の
設
置
を
行
う
と
と
も
に
、

周
辺
自
治
会
や
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
、

安
全
な
通
行
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、本
事
業
は
　
年
３
月
　
日
ま

21

31

で
の
期
間
で
し
た
が
、施
行
期
間
を
　28

年
３
月
ま
で
と
し
、３
月
に
第
４
回
事

業
計
画
変
更
の
公
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
は
、

第
４
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

今
年
度
新
た
に
中
央
・
東
部
地
区
と

北
部
・
川
間
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
か

所
の
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
南
部
・
福
田
地
区
の
小
規

模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
は
、

社
会
福
祉
法
人
昴
で
、
今
年
度
の
開

所
に
向
け
手
続
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
４
月
　
日
に
建
設
を
取
り
や
め

15

た
い
旨
の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
は
、引
き
続
き
実
施
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
５
月

２
日
開
催
の
当
該
法
人
の
理
事
会
で

建
設
取
り
や
め
が
決
定
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。真
に
遺
憾
な
こ
と
で
す
。

　
早
急
に
新
た
な
事
業
者
を
選
定
し

て
事
業
を
実
施
す
べ
く
、５
月
　
日
の

14

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
推
進
等
委
員
会
で

が
市
に
届
い
た
の
で
、認
定
書
を
お

し
し
、減
農
薬
や
減
化
学
肥
料
の
目
安

と
な
る
栽
培

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
ち
ば
エ
コ
米
の
産
地
指
定
通
知
書

は
、
２
月
に
県
知
事
か
ら
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
の
営
農
補
助
を
受
け
る

た
め
の
要
件
は
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

　
有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
黒
酢

の
一
斉
散
布
は
、
第
１
回
目
は
７
月

　
日
、
第
２
回
目
は
８
月
７
日
を
予

21定
し
て
い
ま
す
。広
範
囲
に
散
布
し
ま

す
の
で
、
社
団
法
人
農
林
水
産
航
空

協
会
の
指
導
を
受
け
、
周
辺
環
境
へ

の
影
響
調
査
を
実
施
し
ま
す
。調
査
は

新
市
建
設
計
画
の

確
実
な
実
現
　
　

安
全
安
心
な
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

都
市
基
盤
・
　
　
　
　

生
活
関
連
施
設
の
整
備

福
祉
・
医
療
の
充
実

　
昨
年
６
月
に
、
船
形
地
区
に
オ
ー

プ
ン
し
、
１
周
年
を
迎
え
た
農
産
物

直
売
所「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
」で
は
、

皆
さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を
お

届
け
し
よ
う
と
、
減
農
薬
・
減
化
学

肥
料
栽
培
の
研
修
を
受
け
た
農
家
が

作
っ
た
農
産
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
か
ら
農
家
で

19

処
分
に
困
っ
て
い
た「
も
み
殻
」と
、酪

農
家
で
処
理
に
手
間
が
か
か
っ
て
い

た「
牛
ふ
ん
」、さ
ら
に
家
庭
で
ご
み
と

し
て
処
分
し
て
い
た
剪
定
枝
な
ど
を

利
用
し
て
作
っ
た
堆
肥
を
混
合
し
た

「
も
み
殻
牛
ふ
ん
堆
肥
」づ
く
り
に
取

り
組
み
、今
春
か
ら
は
エ
コ
フ
ァ
ー
マ

ー
に
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
店
頭
に
は
、
旬
を
迎
え
た
野

田
産
枝
豆
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、
中

に
は
、「
も
み
殻
牛
ふ
ん
堆
肥
」
で
栽

培
し
た
枝
豆
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

店頭には旬の農産物がずら店頭には旬の農産物がずらりり

「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
」開
設
か
ら
１
周
年

　
　「
も
み
殻
牛
ふ
ん
堆
肥
」で

　
　
　
　
   栽
培
し
た
枝
豆
の
販
売
も

◆
黒
酢
農
法
米
も
ま
も
な
く

　
ま
た
市
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
農
薬
の
空
中
散
布
を
　
年
に
取

18

り
や
め
、
替
わ
り
に
「
玄
米
黒
酢
」

農
法
に
よ
る
米
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
が
、
今
秋
に
は
、
ゆ
め
あ
ぐ

り
野
田
の
店
頭
に
も
並
ぶ
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
農
政
課



新
た
な
事
業
者
募
集
の
承
認
を
い
た

だ
き
、
不
足
し
て
い
る
特
養
の
施
設

整
備
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
・
オ
ー
プ
ン
サ

タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
　
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
は
、小
学
２
年
生
以
上
の
児
童
の
約

　
パ
ー
セ
ン
ト
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

21オ
ー
プ
ン
サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
は
、小
学

２
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児

童
・
生
徒
の
約
８
パ
ー
セ
ン
ト
が
参
加

し
、　
の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

34
◆
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
　
地
域

ル
ー
ム
の
整
備
、
地
域
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
が
３
月
に
完
了

し
、
本
年
度
か
ら
市
内
全
中
学
校
区

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
１
回
学
校
支
援
地
域
本

部
実
行
委
員
会
を
５
月
１
日
に
開
催

し
、　
年
度
の
実
施
計
画
、
活
動
の

21

重
点
、年
間
計
画
を
協
議
し
ま
し
た
。

◆
不
燃
物
処
理
施
設
建
設
　
地
元
自

治
会
と
の
話
合
い
の
前
提
条
件
で
あ

っ
た
、
目
吹
地
区
の
工
場
跡
地
全
体

の
売
買
は
、
土
地
所
有
者
の
方
と
話

合
い
を
進
め
た
結
果
、
内
諾
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
５
月
　
日
に
工
場
跡
地
が
所
在
す

30

る
自
治
会
に
報
告
し
、
６
月
６
日
に

自
治
会
総
会
が
開
か
れ
、
施
設
建
設

に
関
し
基
本
的
な
了
承
は
得
ら
れ
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
引
き
続
き
、
地
元
自
治
会
と

建
設
の
具
体
的
な
条
件
の
話
合
い
を

進
め
つ
つ
、
用
地
売
買
契
約
、
施
設

建
設
に
向
け
た
測
量
・
地
質
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
、
今
議

会
に
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
入
札
契
約
手
続
は
、
公
平

性
・
透
明
性
の
確
保
と
施
設
の
早
期

供
用
開
始（
稼
動
停
止
期
間
の
短
縮
）

を
基
本
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
請
負
業
者
の
選
定
に
向
け
、

施
設
に
精
通
し
た
専
門
家
や
学
識
者

に
意
見
を
聴
く
、（
仮
称
）
清
掃
施
設

入
札
審
査
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、

契
約
問
題
に
詳
し
い
法
律
専
攻
の
学

者
や
、
検
察
出
身
の
法
曹
界
の
方
に

も
参
画
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
清
掃
工
場
建
設
が
進
め

ら
れ
る
段
階
に
な
っ
た
と
き
の
契
約

手
続
も
、
同
様
の
メ
ン
バ
ー
で
審
査

会
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
新
清
掃
工
場
　
３
月
議
会
で
、
清

掃
工
場
と
関
宿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

を
一
体
で
整
備
で
き
る
土
地
が
、中
里

工
業
団
地
内
に
見
つ
か
り
ま
し
た
の

で
、地
元
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

の
も
と
に
事
業
化
し
た
い
と
考
え
て
、

地
元
自
治
会
役
員
の
方
に
説
明
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、自
治
会
総
会
な
ど
で
自
治

会
員
全
体
に
話
を
お
ろ
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。自
治
会
か
ら
は
反
対
と
の
意

思
表
示
が
な
さ
れ
、５
月
１
日
に
自
治

会
長
と
ゴ
ミ
焼
却
工
場
建
設
反
対
対

策
協
議
会
委
員
長
の
連
名
で「
中
里
地

区
の
ゴ
ミ
焼
却
工
場
建
設
計
画
に
反

対
す
る
申
入
書
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
工
業
専
用
地
域
で

あ
り
立
地
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の

ご
理
解
の
も
と
で
建
設
し
た
い
旨
お

話
し
、
反
対
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
る
点
を
改
め
て
ご
説
明
す
る
こ

と
を
お
約
束
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

地
元
自
治
会
と
話
合
い
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
利
根
運
河
協
議
会
の
活
動
　
３
月

　
日
に
東
京
理
科
大
学
・
野
田
キ
ャ
ン

25パ
ス
で
、第
３
回
の
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、利
根
運
河
エ
コ
パ
ー
ク
実
施
計
画

（
案
）の
検
討
、確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
野
田
市
と
し
て
は
、
自
然
環
境
保

護
対
策
基
本
計
画
に
基
づ
き
、「
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
補

助
」を
活
用
し
て
、江
川
地
区
の
水
環

境
の
改
善
や
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
の
具
体
策
と
し
て
、
利

根
運
河
に
通
じ
る
江
川
排
水
路
と
水

田
の
間
に
新
た
に
水
路
を
設
け
、水
生

生
物
の
生
息
環
境
の
再
生
が
で
き
る

環
境
整
備
工
事
、
里
山
環
境
の
保
全

を
目
指
し
た
保
全
樹
林
地
の
維
持
管

理
事
業
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
今
議

会
に
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◆
江
川
地
区
の
市
民
農
園
　（
株
）野

田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
が
、ビ
オ
ト
ー

プ
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
推
進
し

て
い
る「
水
田
型
の
市
民
農
園
」を
４

月
　
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。減
農

26
薬
や
有
機
肥
料
に
よ
る
昔
な
が
ら
の

米
作
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、利
用
者
を

募
集
し
た
結
果
、約
　
人
の
参
加
者
が

600

集
ま
り
、田
植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
民
農
園
で
は
、市
民
の
み
な
ら
ず

多
く
の
都
市
住
民
に
、
大
規
模
谷
津

田
、里
山
の
風
景
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

な
が
ら
、
自
然
保
護
に
も
協
力
し
て

も
ら
う
た
め
、各
農
作
業
と
合
わ
せ
、

自
然
観
察
会
や
８
月
に
予
定
し
て
い

る
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
自
然
と
共
生
す
る

農
業
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆
集
中
改
革
プ
ラ
ン
　
２
月
に
改
訂

し
た
新
行
政
改
革
大
綱
を
具
体
化
す

る
実
施
計
画
と
し
て
、４
月
　
日
に
決

28

定
し
ま
し
た
。
大
綱
で
示
さ
れ
た
方

針
に
沿
っ
て
、
施
策
の
細
目
や
具
体

的
な
実
施
時
期
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
計
画
期
間
は
、　
年
４
月

21

１
日
か
ら
　
年
３
月
　
日
ま
で
の
６

27

31

年
間
と
し
、　
年
度
に
中
間
見
直
し

23

を
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
項
目
で
す
が
、
職
員
削
減
計

画
で
は
、　
年
度
当
初
職
員
数
千
　

20

165

人
か
ら
　
人
減
ら
し
た
千
　
人
を
　

135

30

27

年
度
当
初
の
職
員
数
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
若
年
層
が
少
な
い
と
い

う
年
齢
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
早

期
に
解
消
す
る
た
め
、
採
用
者
　
人
109

を
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
平
準
化

22

27

す
る
こ
と
と
し
、　
年
度
当
初
の
　

27

30

歳
未
満
の
職
員
が
　
・
1
パ
ー
セ
ン

17

ト
、　
歳
以
上
の
職
員
が
　
・
3
パ

40

67

ー
セ
ン
ト
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
合
併
時
に
約
束
し
た
、組
織
の
ス
リ

ム
化
に
よ
る
職
員
の
削
減
計
画
は
、本

年
４
月
現
在
千
　
人
と
な
り
、当
初
の

129

目
標
の
　
人
を
上
回
る
　
人
の
削
減

222

229

（
４
面
に
つ
づ
く
）

ご
み
の
減
量
と
み
ど
り
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
環
境
の
保
全

地域人材を生かした授業地域人材を生かした授業をを（関（関宿中宿中））

行
政
改
革
の
徹
底

教
育
の
充
実
と
　
　
　
　

青
少
年
健
全
育
成
の
強
化

距



案
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、指
定
管
理
者
候
補
者
か
ら
、

ニ
ー
ズ
が
多
い
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
拡

大
や
開
所
時
間
の
延
長
な
ど
を
、
今

回
の
指
定
期
間
中
に
実
施
し
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
準
備

が
整
い
次
第
、
別
に
事
業
別
の
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
指
定
管
理
業

務
を
追
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
　
年
度
に
導
入
す
る
清
水

22

保
育
所
は
、今
議
会
に
指
定
管
理
料
を

債
務
負
担
行
為
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
関
宿
斎
場
は
、　
年
度
の
導
入
に
向

22

け
、今
議
会
に
関
係
条
例
案
を
提
案
し

て
い
ま
す
。今
後
、
手
続
を
進
め
、　12

月
議
会
に
指
定
管
理
者
の
指
定
の
議

案
を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
春
風
館
道
場
は
、　
年
度
当
初
の

22

開
設
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
が
、運
営
は
、直
営
で
は
な
く
、野

田
市
剣
道
連
盟
春
風
館
支
部
の
有
志

の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
、
本
施

設
の
運
営
を
目
指
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
設
立
し
よ
う
と
準
備
を
進
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、今
後
、市
と
し
て
も
、

当
該
法
人
設
立
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
本
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て

随
意
指
定
す
る
方
向
で
、
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　（
仮
称
）梅
郷
駅
東
口
市
営
自
転
車

等
駐
車
場
は
、
今
年
中
の
開
設
に
向

け
て
建
設
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
お

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
給
与
の
適
正
化
は
、
地
域
手
当
制

度
完
成
年
度
で
あ
る
　
年
度
に
支
給

22

率
を
３
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
下
げ
る
こ

と
と
し
、
例
年
は
９
月
か
ら
行
う
職

員
組
合
と
の
交
渉
を
、
本
年
は
５
月

か
ら
精
力
的
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
組
織
の
見
直
し
は
、
都
市
計
画
部

と
都
市
整
備
部
の
統
合
、
保
健
福
祉

部
の
分
割
な
ど
の
組
織
の
統
廃
合
を

　
年
度
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
現

22在
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
　
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
生
活
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
へ
の
移
行
と
合
わ
せ
、　22

年
度
に
導
入
す
る
重
度
障
害
者
通
所

施
設「
あ
お
い
空
」
は
、
５
月
　
日
開

19

催
の
選
定
委
員
会
で
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
も
い
き
」と
「
野
田
み
ど
り
会
」
に

よ
る「
あ
お
い
空
運
営
共
同
事
業
体
」

が
、
指
定
管
理
者
候
補
者
に
選
定
さ

れ
た
の
で
、
今
議
会
に
関
係
条
例
案

と
指
定
管
理
者
の
指
定
の
議
案
を
提

り
、
開
設
と
合
わ
せ
た
指
定
管
理
者

の
導
入
に
向
け
て
、
今
後
、
候
補
者

を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
使
用
料
は
、
５
月
　
日
開
催

20

の
自
転
車
等
駐
車
対
策
協
議
会
で
、

既
存
の
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の
使

用
料
設
定
の
考
え
方
、市
内
の
民
営
・

市
営
施
設
の
設
置
状
況
、
近
隣
市
の

使
用
料
の
状
況
、
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
く
使
用
料
の
考
え
方
、
放
置
禁

止
区
域
の
指
定
状
況
な
ど
を
説
明
し
、

次
回
以
降
の
協
議
会
で
決
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
手
続
を
進
め
、
９
月
議
会
に
関
係

条
例
案
と
指
定
管
理
者
の
指
定
の
議

案
を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
学
童
保
育
所
の
分
割
・
委
託
　
４

月
　
日
、七
光
台
学
童
保
育
所
の
過

17
密
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、第
二
学

童
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、既
存
の
学

童
保
育
所
と
合
わ
せ
て
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
す
る
こ
と
を
、保
護
者
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
べ
く
、

保
護
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
過
密
化
対
策
と
し
て
の

第
二
学
童
の
必
要
性
は
一
定
の
理
解

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
相
変
わ

ら
ず
委
託
は
反
対
で
、
新
た
な
要
望

書
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
再
度
説
明

会
を
実
施
し
て
も
、
進
展
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
状
況
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
野
田
、柳
沢
、尾
崎
の

各
学
童
保
育
所
で
、
余
裕
教
室
の
活

用
や
隣
接
教
室
を
改
修
し
拡
張
す
る

こ
と
に
よ
る
分
割
案
を
説
明
し
、
ま

た
、七
光
台
学
童
保
育
所
は
、民
間
事

業
者
が
運
営
す
る
こ
と
自
体
へ
の
拒

絶
感
に
配
慮
し
、
既
に
市
内
４
か
所

の
学
童
保
育
所
の
運
営
実
績
を
持
つ

社
会
福
祉
協
議
会
に
運
営
を
委
託
す

る
こ
と
で
、不
安
材
料
の
軽
減
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、い
ず
れ
も
委
託
に
対

す
る
理
解
が
得
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　
児
童
の
安
全
性
の
確
保
を
最
優
先

し
、児
童
一
人
当
た
り
の
適
正
な
保
育

面
積
が
確
保
で
き
な
い
施
設
は
、
市

が
責
任
を
持
っ
て
分
割
し
、分
割
し
た

学
童
保
育
所
の
運
営
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
す
る
こ
と
を
基
本
に

進
め
、既
存
の
学
童
保
育
所
も
、保
護

者
会
と
の
協
議
が
整
っ
た
施
設
か
ら
、

順
次
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

た
い
と
考
え
、
改
め
て
保
護
者
協
議

会
に
説
明
し
た
上
で
、分
割
・
委
託
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
営
の
学
童
保
育
所
は
、

実
態
と
し
て
継
続
雇
用
と
な
っ
て
い

る
指
導
員
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、

今
後
、１
年
雇
用
を
徹
底
し
、指
導
員

の
確
保
対
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
５
月
８
日
付
け
で
七
光
台

学
童
保
育
所
保
護
者
会
か
ら
提
出
さ

れ
て
い
る
要
望
書
は
、「
進
展
が
見
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
市
全
体
の
計
画

に
つ
い
て
改
め
て
保
護
者
協
議
会
に

説
明
し
た
上
で
、
分
割
・
委
託
を
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
」
旨
の
回
答

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
市
民
と
の
協
働
　
今
回
初
め
て
位

置
付
け
た
市
民
と
の
協
働
は
、
自
治

会
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
市
と
自
治
会
連
合

会
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
設
置
し
、

役
割
分
担
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
の
協
働
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
機

能
強
化
を
図
る
な
ど
市
民
と
の
協
働

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◆
情
報
化
の
推
進
　
今
ま
で
青
少
年

課
で
配
信
し
て
い
た
子
ど
も
安
全
情

報
に
、
新
た
に
防
犯
情
報
や
防
災
情

報
、光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
、火
災
情

報
を
加
え
た
安
全
安
心
メ
ー
ル
、
通

称「
ま
め
メ
ー
ル
」
と
合
わ
せ
て
、
携

工事が進む梅郷駅東口市営自転車等駐車工事が進む梅郷駅東口市営自転車等駐車場場

追
加
提
出
議
案

鋸

　
平
成
　
年
第
３
回
定
例
市
議

21

会
に
、追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
、

６
月
　
日
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

16

◆
諮
問
１
・
２
号
　
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と



手
当
　
４
月
８
日
に
申
請
書
を
各
世

帯
に
発
送
し
、
提
出
し
て
い
た
だ
い

た
申
請
書
は
、
市
に
到
着
し
た
順
番

に
審
査
し
、
４
月
　
日
か
ら
順
次
銀

28

行
振
込
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
５
月
　
日
現
在
、振
込
が
完
了
し
て

28

い
る
定
額
給
付
金
は
5
万
1
千
　
世
973

帯
で
全
体
の
　
パ
ー
セ
ン
ト
、
給
付

85

金
額
は
　
億
8
千
　
万
8
千
円
で
す
。

20

602

　
ま
た
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
は

千
　
世
帯
で
全
体
の
　
パ
ー
セ
ン
ト
、

750

89

給
付
金
額
は
6
千
　
万
2
千
円
で
す
。

631

◆
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
・
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

基
金
事
業
　
国
が
第
２
次
補
正
事
業

帯
電
話
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

を
６
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
電
子
申
請
は
、　
月
の
開

10

始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
　
　22

年
度
か
ら
本
格
実
施
と
し
て
い
ま
す
。

　
年
度
の
試
行
状
況
は
、行
政
改
革
大

20綱
を
始
め
５
つ
の
計
画
で
実
施
し
決

定
し
た
４
つ
の
計
画
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
は
合
計
　
人
か
ら
　
件
で
、う
ち

105

491

計
画
に
反
映
し
た
意
見
は
　
件
で
す
。

14

◆
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別

と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
「
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」、「
緊

急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事

業
」
を
活
用
し
た
４
事
業
の
採
択
の

要
望
を
し
た
と
こ
ろ
、
千
葉
県
か
ら

　
年
度
申
請
分
４
事
業
す
べ
て
の
内

21示
が
得
ら
れ
た
の
で
、
今
議
会
に
関

連
す
る
経
費
を
補
正
予
算
と
し
て
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
は
、江
川
地
区
の
自
然
環
境
調
査
、

自
然
観
察
会
に
よ
る
指
導
、自
然
に
配

慮
し
た
農
園
の
維
持
管
理
作
業
や
指

導
管
理
な
ど
を
実
施
す
る「
自
然
観
察

会
推
進
事
業
」、新
た
に
取
り
組
む
課

題
で
あ
る
自
然
浄
化
、
昔
な
が
ら
の

あ
ぜ
道
の
維
持
管
理
、 猛
  禽
  類
 の
 採
 

も
う
 き
ん
 る
い
 
さ
い

 餌
  場
 整
備
な
ど
の「
ビ
オ
ト
ー
プ
施
行

じ
 
ば

管
理
事
業
」、市
で
取
得
し
た
保
全
樹

林
の
維
持
管
理
に
よ
る
里
山
谷
津
田

景
観
の
保
全
を
す
る「
保
全
樹
林
地
の

維
持
管
理
事
業
」の
各
事
業
を
１
事
業

に
取
り
ま
と
め
て「
自
然
環
境
維
持
管

理
業
務
」と
し
て
内
示
を
得
て
お
り
、

８
人
の
雇
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基

金
事
業
は
、
土
地
の
登
記
簿
事
項
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
上
の
記
載
内
容

の
照
合
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
精
度

の
高
い
課
税
デ
ー
タ
の
整
備
を
行
う「
土

地
登
記
簿
照
合
業
務
」、
土
地
・
建
物

の
登
記
履
歴
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

原
油
価
格
高
騰
に
加
え
、
原
材
料
の

急
激
な
価
格
高
騰
に
伴
う
臨
時
的
、

短
期
集
中
的
な
対
応
と
し
て
、　
年
20

４
月
か
ら
市
独
自
に
実
施
し
た
「
野

田
市
原
油
価
格
高
騰
対
策
等
利
子
補

給
制
度
」
の
対
象
件
数
と
融
資
総
額

が
確
定
し
ま
し
た
。
対
象
件
数
は
、

本
年
度
で
　
件
、
融
資
の
総
額
は
約

389

　
億
9
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

92◆
市
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業
　
　

60

22

年
度
に
実
施
す
る
市
制
施
行
　
周
年

60

記
念
事
業
は
、
合
併
後
初
め
て
の
周

年
記
念
事
業
で
、
さ
ら
に
新
市
の
一

体
感
の
醸
成
に
資
す
る
事
業
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
準
備
と
し
て
、実
行
委
員
会
の

委
員
は
、　
人
程
度
で
組
織
し
、検
討

30

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
は
、
一
部
を
公
募
で

行
い
、市
報
な
ど
で
募
集
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
７
月
中
に
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
年
度
内
に
は
記
念
事

業
の
募
集
や
選
定
作
業
を
始
め
、
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
決
定
な
ど
、
手
づ
く
り
の
　
周
60

年
記
念
事
業
の
実
施
に
向
け
て
、
本

格
的
な
準
備
作
業
に
入
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
野
田
市
実
行

委
員
会
　
　
年
に
開
催
さ
れ
る
「
ゆ

22

め
半
島
千
葉
国
体
」
に
向
け
、
４
月

　
日
に
第
３
回
総
会
を
開
催
し
、　

30

20

年
度
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
野
田
市
実

行
委
員
会
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算

報
告
、　
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支

21

予
算
案
の
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、　
年
８
月
　
日
、　
日
開

21

22

23

催
の
「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
バ
ド
ミ

◆福祉施設等への交通事故防止の一助とし
て…葛紙芝居１０セット（１０万８００円相当）＝
株式会社日立物流首都圏第一営業本部東
関東営業部様（東京都江東区）
◆武道場整備費指定寄附金…葛５００万円＝
キッコーマン株式会社様（野田）
◆小中学校の教室用…葛扇風機１６０台（４０
万円相当）＝野田市青少年の教育を考える
点灯虫の会代表住栄美恵子様（宮崎）外３
団体
◆青少年健全育成推進指定寄附…葛１０万
円＝国際空手道連盟極真会館下総支部瀬
戸口道場支部長瀬戸口雅昭様（中野台）

寄　附

を
作
成
し
、
課
税
事
務
の

効
率
化
と
適
正
化
を
図
る

「
税
務
資
料
整
備
業
務
」、

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の

巡
回
や
不
法
投
棄
物
の
収

集
運
搬
を
行
う
「
不
法
投

棄
巡
回
及
び
収
集
運
搬
業

務
」
の
３
事
業
の
内
示
を

得
て
お
り
、　
人
の
雇
用

37

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◆
野
田
市
原
油
価
格
高
騰

対
策
等
利
子
補
給
制
度
　

漁

そ
の
他
諸
般
の
報
告

（
６
面
に
つ
づ
く
）

　
市
で
は
、
犯
罪
の
未
然
防
止
や

災
害
に
備
え
、
よ
り
早
い
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
、
携
帯
電
話
な
ど

の
電
子
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
、
安

全
安
心
メ
ー
ル
「
ま
め
メ
ー
ル
」

を
６
月
１
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
現
在
、「
防
犯
情
報
」「
子
ど
も
安

全
情
報
」「
防
災
情
報
」「
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
情
報
」「
火
災
情
報
」を
配

信
し
、
６
月
　
日
現
在
、
５
千
　

15

402

人
の
方
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
め
メ
ー
ル
」の
登
録
は
、携

帯
電
話
と
パ
ソ
コ
ン
の
両
方
か
ら
、

簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
報
６
月
１
日
号
か

６
月
　
日
号
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

15

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
防
犯
情
報・防
災
情
報

は
市
民
生
活
課
、子
ど
も
安
全
情
報

は
青
少
年
課
、光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情

報
は
環
境
保
全
課
、火
災
情
報
は
消

防
署
☎
７
１
２
４
 
０
１
１
９

－

まめメール

 防
犯
・
防
災
情
報
を

　
   い
ち
早
く
携
帯
電
話
で



ン
ト
ン

会

ー
サ
ル
大
会
」

の
円

な
運

を
期
す
る
た
め
必
要

な
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
字
入
り
組
み
・
飛
地
の
解
消
　
　19

年
に
作
成
し
た
「
住
居
の
表
示
の
整

備
方
針
」
に
基
づ
き
、
飛
地
を
抱
え

る
自
治
会
に
整
備
を
呼
び
掛
け
た
と

こ
ろ
、
現
在
、
４
つ
の
自
治
会
か
ら

整
備
の
申
出
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、愛
宕
駅
東
側
の
上
町
第
６
、

第
７
自
治
会
は
、
飛
地
を
大
字
野
田

に
変
更
す
る
こ
と
を
市
か
ら
提
案
し
、

地
権
者
、
居
住
者
の
方
の
ご
理
解
を

い
た
だ
け
た
こ
と
か
ら
、　
年
１
月

22

を
目
途
に
字
変
更
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
や
よ
い
通
り
に
面
す

る
三
生
桜
台
自
治
会
は
、
４
月
　
日
19

付
け
で
住
居
表
示
の
実
施
要
望
書
が

市
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
望
書

を
受
け
、
整
備
手
法
を
自
治
会
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、隣
接
す
る
桜
台
自
治
会
は
、

市
か
ら
飛
地
を
桜
台
に
変
更
す
る
方

法
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後
、

自
治
会
と
連
携
し
、
飛
地
解
消
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
　
感

染
が
国
内
で
も
確
認
さ
れ
、
感
染
拡

大
は
、
収
ま
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

ま
だ
終
息
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
野
田
市
は
、４
月
　
日
に「
緊
急
新

28

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
関
係
課
長

会
議
」を
立
ち
上
げ
、国
内
発
生
時
の

市
の
対
応
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
し
た
。　

　
さ
ら
に
、４
月
　
日
に「
新
型
イ
ン

30

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」を
設
置
し
、

全
庁
的
な
態
勢
を
整
え
、
国
内
発
生

時
に
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
感
染
予
防
や
感
染
拡
大
防
止
対
策

に
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
県
の
相

談
窓
口
な
ど
を
案
内
し
、
社
会
福
祉

施
設
や
学
校
な
ど
に
情
報
提
供
を
行

い
ま
し
た
。

　
５
月
１
日
に
は
、
野
田
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー（
野
田
保
健
所
）が
設
置
し

た
「
野
田
地
域
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
地
域
医
療
委
員
会
」が
開
催
さ
れ
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
備
え
、

発
熱
外
来
等
医
療
体
制
の
整
備
に
関

し
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
　
日
に
は
、
国
内
で
の
感
染

16

確
認
を
機
に
、
国
の
感
染
状
況
の
判

断
が
第
２
段
階（
国
内
発
生
早
期
）に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
同
日
、

国
か
ら
は
、今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
様
に
感
染
性
は
強
い
も
の

の
、多
く
の
方
が
軽
症
の
ま
ま
回
復
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
集
会
な
ど
の
自
粛
や
学
校
の
休

校
な
ど
に
関
し
て
柔
軟
な
対
応
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
が
、関
東
で
も
確
認
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
お
知
ら
せ
に
加
え
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
広
報
活
動
を
班

回
覧
に
よ
り
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
学
校
関
係
の
対
応
で
す
が
、
関
西

を
中
心
に
国
内
感
染
者
が
急
激
に
増

加
し
、感
染
地
域
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
た
状
況
か
ら
、５
月
中
に
関
西
方
面

へ
修
学
旅
行
を
予
定
し
て
い
た
市
内

の
２
中
学
校
は
、
市
教
育
委
員
会
の

要
請
を
受
け
、
校
長
が
保
護
者
の
意

向
を
踏
ま
え
延
期
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
６
月
以
降
実
施
予
定
の
校
長
は
、

実
施
の
可
否
を
保
護
者
の
意
見
聴
取

を
行
う
と
と
も
に
、
関
西
方
面
で
の

感
染
状
況
と
国
な
ど
の
見
解
を
踏
ま

え
、
中
学
校
長
会
、
市
教
委
と
の
協

議
、検
討
し
ま
し
た
。結
果
、６
月
　
日
16

出
発
予
定
の
南
部
中
学
校
以
降
の
修

学
旅
行
は
、健
康
観
察
、健
康
管
理
を

十
分
行
う
中
で
、
予
定
ど
お
り
実
施

す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
感
染
状
況
を
注
視
し
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
予
算
に
計
上
し
た

マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
、
保
護
衣
な
ど

の
防
護
用
資
材
は
、
メ
キ
シ
コ
で
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
確
認
さ
れ
た

段
階
で
発
注
を
急
ぎ
、
速
や
か
に
確

保
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

◆
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
報
告
会
　
５
月
　
日
に
開
催
し
、
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人
の
市
民
の
方
々
に
参
加
を
い
た

110だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
各
教
室
を
引
き
続
き

実
施
し
、
介
護
予
防
の
推
進
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
妊
婦
健
診
　
本
年
４
月
か
ら
、
妊

婦
健
診
の
公
費
負
担
回
数
を
５
回
か

ら
　
回
に
拡
充
し
ま
し
た
。

14
　
県
内
市
町
村
が
統
一
し
て
実
施
す

べ
く
、
千
葉
県
市
長
会
が
千
葉
県
医

師
会
と
健
診
項
目
、
単
価
を
協
議
し

決
定
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
　
回
の

14

健
診
単
価
は
８
万
８
千
　
円
の
公
費

210

負
担
で
合
意
し
ま
し
た
が
、
妊
婦
健

診
は
も
と
も
と
自
由
診
療
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
医
師
に
よ
っ
て
は
自
己
負

担
の
可
能
性
を
残
し
て
の
決
着
で
す
。

　
た
だ
し
、市
内
の
病
院
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、千
葉
県
市
長
会
が
設
定
し
た

健
診
項
目
で
あ
れ
ば
、設
定
さ
れ
た
単

価
で
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

◆
個
人
情
報
漏
え
い
　
社
会
福
祉
課

の
窓
口
に
来
所
し
た
相
談
者
に
対
し
、

申
請
手
続
に
必
要
な
書
類
を
メ
モ
し

て
渡
し
た
と
こ
ろ
、
メ
モ
の
裏
面
に

４
世
帯
分
の
世
帯
主
氏
名
と
住
所
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
取
り
急
ぎ
、
相
談
者
と
４
世
帯
の

世
帯
主
を
訪
問
の
上
、
説
明
と
お
わ

び
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
件
は
、
個
人
情
報
の
管

理
が
不
十
分
な
た
め
発
生
し
た
も
の

で
、
即
刻
、
裏
面
に
記
載
の
あ
る
メ

モ
用
紙
の
使
用
禁
止
、
不
要
と
な
っ

た
個
人
情
報
の
裁
断
機
に
よ
る
処
分
、

退
庁
時
の
ロ
ッ
カ
ー
施
錠
な
ど
の
改

善
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

　
現
在
、
徹
底
し
た
原
因
の
究
明
と

更
な
る
全
庁
的
な
再
発
防
止
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
漏
え
い

に
対
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を

改
め
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

◆「
ま
め
バ
ス
チ
ョ
ロ
Ｑ
」の
追
加
販

売
　「
ま
め
バ
ス
チ
ョ
ロ
Ｑ
」は
、
運

行
５
周
年
を
記
念
し
て
、
６
千
個
作

成
し
、今
年
の
１
月
９
日
か
ら
販
売
を

開
始
し
、即
日
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
完
売
後
も
購
入
を
希
望
す
る
問
い

合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、 急
 
き
ゅ
う

妊婦健診費用の負担をさらに軽妊婦健診費用の負担をさらに軽減減

禦



魚

 遽
 、6
千
個
を
追
加
作
成
し
ま
し
た
。

き
ょ　

前
回
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
、市
民
限

定
の
予
約
申
込
み
に
よ
り
、４
月
５
日

か
ら「
市
役
所
」と「
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
」

で
、
5
千
　
個
を
販
売
し
ま
し
た
。
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ま
た
、予
約
販
売
に
よ
る
在
庫
と
前

回
作
成
し
た
際
の
イ
ベ
ン
ト
用
在
庫

を
含
め
た
、　
個
を
４
月
　
日
に「
市

991

22

役
所
」の
み
で
一
般
販
売
を
行
い
、在

庫
が
即
日
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
後
の
追
加
作
成
は
、
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
農
業
委
員
会
の
視
察
研
修
に
関
す

る
住
民
監
査
請
求
　
監
査
委
員
か
ら

返
還
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
。視
察
研
修
の
目
的
に
沿

い
、公
務
性
が
認
め
ら
れ
る
内
容
が
あ

る
も
の
の
、全
体
と
し
て
捉
え
た
場

合
、一
般
の
観
光
旅
行
と
同
様
の
も
の

と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
す
。

　
農
業
委
員
会
か
ら
は
お
詫
び
状
が

私
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。農
業
委
員
会

に
は
、改
善
策
も
含
め
、誠
実
に
対
応

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
公
金
の
適
切
か
つ
有
効
な
支
出
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
強
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

研修費用の返還命令に対し
　  　　　深くお詫びいたします
　    －農業委員会視察研修について－

　農業委員会が昨年５月に実施した視察研修に関し、
住民監査請求が提出されておりましたが、６月５日
の監査結果で、「視察研修の目的に公務性が認められ
る内容があるものの、全体として捉えた場合、一般
の観光旅行と同様のものと判断せざるを得ない」と
いう返還措置の勧告が出され、市へ視察研修費用の
一部（６９９,０５０円）を６月末日までに返還するよう、
市長から命令を受けました。
　農業委員会では、この事態を重く受け止め、速や
かに返還いたしました。
　農業者を含め、市民の皆様には心からお詫びを申
し上げます。二度とこのようなことがないよう深く
反省し、自らを律して必要な改善策を講じるととも
に、市民の皆様のご期待を裏切ることのないよう、
今後なお一層与えられた職務に精励してまいります。
　　　　　　        野田市農業委員会会長　吉澤　茂

時
　
分
～
　
時
　
分
）
も
窓
口
を
開

30

17

15

設
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
課
の
日
曜
日
と
火
・
木
曜
日

の
時
間
延
長
時
の
業
務
は
、
住
民
票

の
写
し
だ
け
で
な
く
、
戸
籍
・
除
籍

謄
抄
本
や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
平
日
の
通
常

業
務
時
間
に
比
べ
、
混
雑
も
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■収税課と市民課の日曜日・平日延長時間内取扱業務一覧
日曜・延長

時の業務
業　　務　　名課名

◎納税相談
収
税
課

◎固定資産税・都市計画税・軽自動車税・市県民税・国民
健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付

－ 納税証明書の交付

○住民票の写しの交付

市
民
課

○住民票記載事項証明書の交付

○戸籍・除籍謄抄本の交付

○戸籍の附票の写しの交付

○印鑑登録証明書の交付

○印鑑登録証（カード）の交付および印鑑登録証亡失届、廃止の受付

○届出受理証明の交付

○身分証明書の交付

○届書記載事項証明の交付

○年金の証明（生存の確認等）

諸証明

の交付

○住所証明（軽自動車）

○不在住・不在籍証明

○改葬許可証明

○無料証明（合併に関する住居表示・区画表示変更）

○無料証明（出産育児一時金申請の証明）

○自動車の臨時運行許可証の発行等

○死体・死胎・改葬遺骨埋火葬許可証の発行

○火葬場・式場等使用の受付および許可証の発行

※出生・死亡・婚姻・離婚・養子縁組・転籍など戸籍に関する届出の受付

－ 住民異動届（転入・転居・転出・世帯変更等）の受付

－ 住民票の一部の写しの閲覧

－ 住民基本台帳カードの申請・交付

－ 住民基本台帳ネットワークシステムによる住民票の写しの広域交付

－ 住民基本台帳事務における支援措置申出の受付

－ 公的個人認証に関する電子証明書の交付

－ 外国人登録等の受付

－ 外国人登録原票記載事項証明書の交付

　
な
お
、
他
市
や
他
機
関
へ
の
照
会

が
必
要
な
転
入
出
届
な
ど
、
一
部
取

り
扱
っ
て
い
な
い
業
務
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
曜
日
に
市
税
な
　
　
ど 
の
納
付
や
相
談
も

　
さ
ら
に
市
で
は
、
平
成
　
年
６
月

15

か
ら
、
平
日
の
昼
間
に
市
税
や
国
民

健
康
保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
方
や
、

特
別
な
事
情
に
よ
り
、
納
期
ご
と
に

納
付
で
き
な
い
方
の
た
め
、
平
日
　20

時
ま
で
と
、
日
曜
日
（
８
時
　
分
～

30

　
時
　
分
）
に
納
税
相
談
や
市
税
な

17

15

 市
役
市
役
所所
市
民
市
民
課
・
課
・
収収
税
課
窓

税
課
窓
口口

　
　
 　
日
曜
日

日
曜
日
やや
夜
間
夜
間
もも
開
設
開
設

　
市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
た

め
の
「
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、
昨

年
７
月
か
ら
、
市
民
課
窓
口
業
務
の

時
間
延
長
を
平
日
火
・
木
曜
日
の
　20

時
ま
で
と
し
、
さ
ら
に
日
曜
日
（
８

ど
の
納
付
場
所

と
し
て
、
収
税

課
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
税

な
ど
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
こ

と
で
、
期
限
を

う
っ
か
り
忘
れ

た
り
、
納
付
窓

口
に
出
か
け
た

り
す
る
負
担
も

な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市

民
課
・
収
税
課

　◎＝日曜日と平日延長（月～金曜日２０時まで）に業務を行うもの
　碓＝日曜日と平日延長（火・木曜日２０時まで）に業務を行うもの
　※＝日曜日と平日延長（火・木曜日２０時まで）に受付のみを行うもの
　－＝平日１７時１５分で業務を終了するもの

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距
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亨

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

市民訪問

　
４
月
に
神
奈
川
県
で
行
わ
れ
た
、全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
の
男
子
カ
デ
ッ
ト（
　
～
　
歳
）

15

17

の
部
　
　
級
に
、第
一
中
学
校
３
年

42
kg

生
の
朝
比
奈
尚
輝
さ
ん
が
出
場
し
、　15

歳
の
最
年
少
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
兄
の
健
人
さ
ん
も
、
２
年
前
の
同

大
会
で
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
、
兄
弟
で

同
じ
階
級
を
制
覇
と
い
う
、
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　「
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
５
歳

の
と
き
。兄
と
一
緒
に
地
域
の
ク
ラ
ブ

に
通
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。目
標

で
あ
り
、ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
兄
が
優

勝
し
た
大
会
だ
か
ら
、ど
う
し
て
も
勝

ち
た
か
っ
た
で
す
」と
朝
比
奈
さ
ん
。

　
来
年
行
わ
れ
る
千
葉
国
体
の「
強
化

指
定
選
手
」に
も
選
ば
れ
て
い
る
そ
う

で
、「
進
学
す
る
と
、階
級
も
レ
ベ
ル
も

上
が
る
の
で
、も
っ
と
練
習
し
て
、国

体
に
出
た
い
」と
目
標
を
語
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
月
　
日
か
ら
は
、イ
ン
ド

27

共
和
国
で
行
わ
れ
る「
ア
ジ
ア
カ
デ
ッ

ト
選
手
権
」に
日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
、初
め
て
世
界
に
挑
み
ま
す
。「
ま
ず

は
１
勝
」と
コ
メ
ン
ト
は
控
え
め
な
が
ら

も
、自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

第
一
中
学
校
３
年
生
・
野
田
在
住

兄
に
続
き
全
国
優
勝

　
夢
は
国
体
か
ら
世
界
へ

朝
比
奈
　
尚
輝
さ
ん

　
耳
な
ど
が
不
自
由
な
方
を
支
援
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
市
で
は
、
６
月
　
日
か
ら
総
合
福
祉
会
館
で
、

10

「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
基
礎
課
程
」
を
開
催
し
、　18

人
が
参
加
し
た
。

　
初
日
は
、
手
話
の
必
要

性
や
福
祉
制
度
の
法
律
な

ど
の
講
義
に
、
熱
心
に
メ

モ
を
取
っ
て
い
た
。

　
今
後
は
、
来
年
１
月
ま

で
の
実
技
な
ど
を
経
て
、

地
域
の
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
す
る
予
定
。

手
話
と
は

　「
気
持
ち
」も
伝
え
る
言
葉

講義はすべて手話で

今
年
こ
そ
優
勝
ね
ら
っ
て

　
　
　
　
    　
人
の
太
公
望

174

　
釣
り
を
通
じ
て
、
青
少
年
に
健
や
か
に
育
っ
て
も

ら
お
う
と
、
ま
た
、
障
害
者
に
釣
り
の
楽
し
さ
を
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
、
６
月
７
日
、
関
宿
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
調
整
池
で
「
子
ど
も
釣
大
会
」
と
「
障
害

者
釣
大
会
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
委
員
会
に
よ
り
開

催
さ
れ
、　
人
が
参
加
し
た
。

174

釣り上げるたびに歓声が

　「
今
日
の
目

標
は
、　
匹
で

30

す
」
と
は
り

き
っ
て
糸
を

た
れ
る
小
学

生
ら
も
い
た
。

　
市
民
会
館
は
、
大
正
　（
１
９
２

13

４
）年
に
醬
油
醸
造
を
行
っ
て
き
た
 茂
 
も

 木
 
ぎ

 佐
平
治
 家
の
邸
宅
と
し
て
建
て
ら

さ
へ
い
じ

れ
、
昭
和
　（
１
９
５
６
）年
に
市
へ

31

野
田
醬
油
株
式
会
社（
現
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
）か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
９
年
に
は
主
屋
と
茶
室
が
、

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
、
同
　
年
20

に
は
千
　
坪
の
庭
園
が
、
県
内
初
の

500

国
登
録
記
念
物
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
で
は
平
成
　
年
か
ら
、

19

隣
接
す
る
博
物
館
と
併
せ
て
、
一
人

ひ
と
り
が
質
の
高
い
生
き
方
を
実
現

す
る
た
め
、
自
分
の
人
生
を
総
合
的

に
見
つ
め
直
し
て
自
分
ら
し
い
生
き

方
を
設
計
し
、
実
践
で
き
る
「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
の
拠
点
施
設
と
し

て
位
置
づ
け
、新
た
に
、市
民
の
学
び

と
交
流
の
場
と
し
て
「
市
民
つ
ど
い

の
間
」
も
開
設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
が
行
う
文
化
的
な
活

動
も
支
援
し
よ
う
と
、
毎
月
開
催
さ

れ
て
い
る
「
寺
子
屋
講
座
」
で
は
、

講
師
の
皆
さ
ん
の
仕
事
の
魅
力
や
体

験
談
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
連
携
し

た
、
市
内
見
学
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
案

内
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
見
学
は
無
料
、
部
屋
の
貸

出
し
は
有
料
で
す
。

紙上公共施設見学会
 　　　　　　「　市民会館　」

純和風の建築と日本庭園
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完熟トマトスープ

知久節子さん（木間ケ瀬）

①トマトはヘタをくり抜き、湯むきして粗く切る
②ニンニクとタマネギはミキサーにかけるか細か
くみじん切りに、ベーコンは１センチの角切りに
する③厚手の鍋にオリーブオイルと②を入れ、弱
火で１５分ほど焦がさないように炒める④③に①を
入れ、煮汁が出てきたら、コンソメ、ローリエ、バジ
ル、コショウを入れ、45分ほど弱火のまま煮詰める
⑤器によそり、バジルを散らして出来上がり。
※パスタソース、パンのつけ合わせなどにもアレン
ジできる一品です。
《材料》４人分：トマト４個、ニンニク２片、タマネギ１個、ベーコ
ン１００g、コンソメ固形２個、オリーブオイル大さじ３、ローリエ３
枚、バジル・コショウ適量

学校訪問（29）　木間ケ瀬小学校

　
写
真
は
、昭
和
　（
１
９

42

６
７
）年
の
夏
、ブ
リ
キ
製

で
、
足
こ
ぎ
式
の
車
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
を
、
写
真

提
供
者
の
逆
井
さ
ん
の
自

宅
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　
当
時
は
、
三
輪
車
を
遊

具
と
し
て
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
は
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
写
真
の
よ
う
な
足
こ

ぎ
式
の
車
の
お
も
ち
ゃ
は

目
新
し
く
、
高
価
な
遊
び

道
具
で
、
子
ど
も
た
ち
の

憧
れ
の
存
在
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　「
親
戚
や
近
所
の
子
ど
も

た
ち
も
乗
り
た
く
て
、
朝

も
早
い
う
ち
か
ら
、
よ
く

遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
ね
」

と
逆
井
さ
ん
。

　「
み
ん
な
早
く
乗
り
た
く

て
も
順
番
を
守
り
な
が
ら

交
代
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

本
物
の
車
を
運
転
し
て
い

る
気
分
を
味
わ
っ
て
い
る

の
か
、
子
ど
も
た
ち
が
満

足
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と

懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
木
間
ケ
瀬
小
学
校
は
、明
治
６（
１

８
７
３
）
年
に
「
 松
　
 小
学
校
」
と

ま
つ
の
き

し
て
開
校
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
現
在
　
人
の
児
童
が
通
う
同
校
で

378

は
、
地
域
と
の
連
携
や
環
境
・
福
祉

の
教
育
に
力
を
入
れ
、「
開
か
れ
た
学

保
存
会
の
協

力
で
、児
童

た
ち
は
、　11

月
の
本
番
で

披
露
で
き
る

よ
う
に
と
、笛

の
演
奏
や
棒

剣
術
な
ど
の

練
習
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
教
育
や
理
科
の
授
業

の
一
環
と
し
て
「
長
ヘ
チ
マ
」
や

「
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
」
な
ど
の
栽
培
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
長
ヘ
チ
マ
の
苗
は
、地
域
の
高

齢
者
福
祉
施
設
か
ら
い
た
だ
い
た
も

同
で
「
春
を

呼
ぶ
コ
ン
サ

ー
ト
」
を
開

催
し
、地
域

の
方
に
楽
器

の
演
奏
や
合

唱
を
披
露
し

ま
す
。

の
で
、昨
年
は
、児
童
た
ち
の
福
祉
の

教
育
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
、
育
て
た

ヘ
チ
マ
を
た
わ
し
に
し
、
直
接
施
設

に
訪
問
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、地
域
の
学
校
と
の
連
携

も
深
め
て
い
ま
す
。毎
年
２
月
に
は
、

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
、高
校
と
の
合

校
」
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
へ
の
奉
仕
の
心
も

　
今
年
度
か
ら
は
、
地
域
の
文
化
を

学
び
継
承
し
よ
う
と
、「
伝
統
芸
能
ク

ラ
ブ
」
を
作
り
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、地
元
で
　
年
以
上
前

300

か
ら
続
く
文
化
財
、「
下
根
獅
子
舞
」の

地域の方と伝統芸能でふれあ地域の方と伝統芸能でふれあいいもも

中には２メートルを超えるヘ中には２メートルを超えるヘチチママもも

お
も
ち
ゃ
の
車
で

　
　
ド
ラ
イ
ブ
気
分
も

写真提供＝逆井光子さん（東宝珠花）

　
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、市
報
な
ど
を
音
訳
し

テ
ー
プ
な
ど
に
録
音
し
て
い
る
朗
読
グ
ル
ー
プ「
あ
い

の
会
」が
、創
立
　
周
年
を
迎
え
た
。今
回
　
周
年
を
記

30

30

念
し
て
、
健
康
で
あ
る
こ

と
の
大
事
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、６
月
　
日
16

市
役
所
大
会
議
室
で
、
市

内
総
合
病
院
の
久
保
田
院

長
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
、
若
く
あ
る
た
め
の
元

気
の
秘
訣
を
語
っ
た
。

生きがいをもつことも大切

元
気
の
秘
訣
は

　
　
明
る
く
笑
っ
て
前
向
き
に
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市
で
は
、平
成
　
年
４
月
ま
で
に
、

21

合
計
　
の
 公
 の
施
設
に
指
定
管
理
者

お
お
や
け

25

制
度
を
導
入
し
、
民
間
活
力
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
で
、
経
費
の
削
減
と

と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

　
自
転
車
等
駐
車
場
で
は
、　
年
か

18

ら
野
田
市
駅
市
営
第
１
・
２
や
川
間

駅
南
口
市
営
第
１
自
転
車
等
駐
車
場

に
同
制
度
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。

駐
輪
場
の
指
定
管
理
者
募
集

　
さ
ら
に
、　
年
中
に
開
設
予
定
の（
仮

21

称
）
梅
郷
駅
東
口
市
営
自
転
車
等
駐

車
場
（
収
容
台
数
、
自
転
車
千
　
台
、

570

原
動
機
付
自
転
車
　
台
）
に
も
同
制

80

度
を
導
入
す
る
た
め
、
指
定
管
理
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
に
あ
た
り
要
項
の
配
布
、現
場

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
要
項
配
布
期
間
・
場
所
】
７

月
　
日
鞘
ま
で
の
平
日
８
時
　
分
～

31

30

　
時
　
分
に
市
民
生
活
課
へ

17

15

【
現
場
説
明
会
】
７
月
　
日
鞘
　
時

10

10

か
ら
市
役
所
で

※
現
場
説
明
会
以
外
に
、
同
様
の
説

明
の
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
詳
細
は
募
集
要
項
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

ま
す
（
受
診
券
に
記
載
）。

　
費
用
は
、「
特
定
健
康
診
査
」は
　800

円
、「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」は
無

料
で
す
。

　
な
お
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
会
社
な
ど
に

　
市
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
予
防
を

目
的
と
し
た
「
特
定
健
康
診
査
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
野
田
市

国
民
健
康
保
険
に
加
入（
平
成
　
年
４

21

月
１
日
現
在
）し
て
お
り
、　
歳
か
ら

40

　
歳（
同
　
年
３
月
　
日
ま
で
）に
達

75

22

31

す
る
方
で
す
。

　
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
、
受
診
券
を
６
月

下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
期
間
は
、
7
月
か
ら
　
月
ま

10

で
、
市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
行
い

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
、
高
血
糖
や

高
血
圧
、
脂
質
異
常
な
ど
の
危
険
因
子

を
複
数
あ
わ
せ
も
ち
、
生
活
習
慣
病
が

引
き
起
こ
さ
れ
る
確
立
が
高
い
状
態
の

こ
と
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

－

－

　
生
活
習
慣
病
の

　
　
　
　
早
期
発
見
と
予
防
を

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

７月１日か　
　ら 　

 監
査
結
果

【
種
類
】
住
民
監
査
請
求

【
期
間
】
平
成
　
年
４
月
７
日
～
同

21

年
６
月
５
日

【
対
象
部
局
】
農
業
委
員
会
、
会
計

管
理
者

【
監
査
対
象
】
平
成
　
年
度
野
田
市

20

農
業
委
員
会
委
員
の
視
察
研
修
の
旅

費
等
へ
支
出
し
た
公
金
は
、
違
法
・

不
当
か

【
監
査
の
結
果
】
請
求
人
の
主
張
を

認
め（
一
部
除
く
）、
市
長
は
関
係
者

に
旅
費
等
の
返
還
を
求
め
る
な
ど
の

必
要
な
措
置
を
、
平
成
　
年
７
月
　

21

31

日
ま
で
に
講
じ
る
よ
う
勧
告
す
る

【
監
査
委
員
】
染
谷
肇
・
石
山
曻

※
住
民
監
査
請
求
と
は
、市
民
が
市
長
な

ど
の
執
行
機
関
や
職
員
に
よ
る
公
金
の
支

出
、財
産
の
管
理
、契
約
の
締
結
な
ど
の

財
務
会
計
上
の
行
為
が
、違
法
か
不
当
と
認

め
る
と
き
に
、監
査
委
員
に
対
し
監
査
を
求

め
、必
要
な
措
置
を
請
求
す
る
も
の
で
す
。

※
全
文
は
、
市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局

定
額
給
付
金
の
現
金
給
付

受
付
後
、給
付
場
所
や
必
要
書
類
な
ど

を
記
載
し
た
案
内
文
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】定
額
給
付
金
室

　
市
で
は
、
事
前
の
申
し
込
み
に
よ

っ
て
、
銀
行
の
口
座
が
な
い
方
を
対

象
に
、
定
額
給
付
金
の
現
金
給
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
給
付
日
は
、
８
月
２
日
醤
と
３
日

鉦
、
い
ず
れ
も
８
時
　
分
～
　
時
　

30

17

15

分
で
す
。

　
希
望
者
は
、７
月
　
日
鞘
ま
で
に
、

24

市
役
所
８
階
「
定
額
給
付
金
相
談
コ

ー
ナ
ー
」に
直
接
か「
野
田
市
定
額
給

申請書の記入が必要で申請書の記入が必要ですす

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」の
申
請
を

　
施
設
サ
ー
ビ
ス（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
含
む
）を
利
用
し
た
と
き
に
か
か
る

居
住
費
や
食
費
は
、自
己
負
担
で
す
。

　
た
だ
し
、
低
所
得
者
の
方
に
は
、

負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
所

得
に
応
じ
た
負
担
上
限
額
を
設
け
、

申
請
に
よ
り
該
当
と
な
っ
た
場
合
は
、

減
額
と
な
る
「
介
護
保
険
負
担
限
度

額
認
定
証
」
の
発
行
を
行
い
ま
す
。

　
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、６
月
　
日
30

ま
で
で
す
の
で
、
更
新
申
請
を
し
て

な
い
方
は
、
早
め
に
高
齢
者
福
祉
課

で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

付
金
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」☎

７
１
６
６
 

０
３
５
０
へ

お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み －



供

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

平
成
　
年
度

20
　
 水
道
事
業
下
半
期
の
業
務
状
況

　
平
成
　
年
度
末
現
在
の
行
政
区
域

20

内
人
口
は
　
万
6
千
　
人
で
、
前
年

15

876

比
　
人
、
０
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
増
と

793
な
り
ま
し
た
。

　
給
水
人
口
は
　
万
６
千
　
人
で
、

14

188

前
年
比
２
千
　
人
、
１
・
５
パ
ー
セ

108

ン
ト
増
で
、
普
及
率
は
　
・
２
パ
ー

93

セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
年
間
給
水
量
は
千
　
万
　
立
方
メ

443

904

ー
ト
ル
で
、
前
年
比
１
・
１
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
収
益
的
収
支
＝
水
道
料
金
な
ど
の

事
業
収
入
と
、
施
設
の
運
営
や
管
理

な
ど
事
業
年
度
内
の
業
務
運
営
の
た

め
の
経
費

◆
資
本
的
収
支
＝
水
道
管
の
敷
設
や

浄
水
場
な
ど
、
施
設
の
建
設
・
整
備

を
す
る
長
期
間
に
わ
た
る
設
備
投
資

の
た
め
の
経
費
と
そ
の
財
源

【
問
合
せ
】
水
道
部
業
務
課
☎
７
１

２
４
 
５
１
４
５

－

　
７
月
　
日
金
、　
日
日
、８
月
１
日

17

19

土
、８
日
土
、９
日
日
は
、「
三
ヶ
町
夏

祭
り
」と「
野
田
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
」、

「
野
田
夏
ま
つ
り
躍
り
七
夕
」で
、
本

町
通
り
な
ど
の
交
通
規
制
を
行
う
た

め
、ま
め
バ
ス
の
北
・
新
北
・
中
・
南
・
新

南
の
５
ル
ー
ト
が
　
時
か
ら
終
車
ま

10

で
、
迂
回
ル
ー
ト
に
よ
る
運
行
と
な

「
ま
め
バ
ス
」が
迂
回
ル
ー
ト
に

ル
ー
ト

北
ル
ー
ト

新
北
ル
ー
ト

中
ル
ー
ト

南
ル
ー
ト

新
南
ル
ー
ト

変
更
期
間
・
時
間

７月１７日金、１９日日、８月１日土、８月
８日土、９日日の１０時から終車まで

※１０時より前の便は通常通り運行します。
※迂回ルート走行中は、バス停があって
も停車しません。

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停

清
水

経
由

堤
台

経
由

辻
前
、中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
上
町

辻
前
、
中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
琴
平

通
り
入
口
、
仲
町
、
上
町

辻
前
、
中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
仲

町
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
前

辻
前
、
中
野
台
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
琴
平

通
り
入
口 辻

前
、
中
野
台
、
欅
の
ホ
ー

ル
、
上
町

中
野
台
鹿
島
町
、
中
野
台
入

口
、
中
野
台
鹿
島
神
社
前
、

中
野
台
、欅
の
ホ
ー
ル
、上
町

り
、
一
部
の

バ
ス
停
が
利

用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　
な
お
、期
間

中
で
も
、　
時
10

前
の
便
は
通

常
ど
お
り
運

行
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
調
整
課

　
市
で
は
、
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ

て
い
る
、
東
武
野
田
線
の
梅
郷
駅
・

清
水
公
園
駅
・
七
光
台
駅
の
自
由
通

路
の
壁
面
に
、
宣
伝
用
の
掲
示
ス
ペ

ー
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
１
か
月
単

位
か
ら
掲
示

で
き
る
の
で
、

地
域
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の

告
知
に
利
用

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
掲

示
は
市
の
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す

の
で
、
掲
示
方
法
や
内
容
な
ど
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
管
理
課

月額使用料広告の種類（大きさ）
単位：ミリメートル

７,０００円ポスターＢ２判・縦
（縦７２８×横５１５）

１０,０００円ポスターＢ１判・縦
（縦１,０３０×横７２８）

２０,０００円ポスターＢ０判・横
（縦１,０３０×横１,４５６）

１平方メー
トルあたり
１３,３３６円

ポスターＢ０判を
超える大きさ

■■広告の大きさや月額使用料広告の大きさや月額使用料ななどど

※※広告す広告するる掲掲示板などの用意が必要です示板などの用意が必要です。。

清水公園駅の広告掲清水公園駅の広告掲示示

 駅
自
由
通
路
に
案
内
広
告
を



講
座
・
教
室

◆
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
　
７

月
４
日
土
　
時
　
分
～
　
時
　
分

12

30

15

30

興
風
会
館
で
。
川
間
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
や
東
海
林
の
り
子
氏

（
リ
ポ
ー
タ
ー
）に
よ
る
「
生
き
生

き
と
し
た
人
生
の
た
め
に
」
と
題

し
た
講
演
、
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
・
代

表
者
朗
読
。

当
日
会
場
受

付
。
問
社
会

福
祉
課

◆
女
性
の
再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
７
月
９
日
木
９
時
　
分
～
正
午

30

流
山
市
役
所
江
戸
川
台
駅
前
出
張

所
で
。
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面

接
の
演
習
な
ど
。
先
着
　
人
。
託

20

児
あ
り
（
　
人
・
要
予
約
・
２
歳

10

～
就
学
前
）。事
前
に
流
山
市
役
所

商
工
課
☎
７
１
５
０
 
６
０
８
５

へ
。
問
千
葉
県
雇
用
労
働
課
☎
　043

（
　
）２
７
４
１

223◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
セ
ミ
ナ
ー
　
野
in

田
　
７
月
　
日
木
　
時
　
分
～
　

16

13

30

16

時
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
。
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接

―

時
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
。先
着
　
人
。

20

事
前
に
電
話
で
商
工
課
へ

◆
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
　
７
月
　
日
水
～
９
月
　
日

29

17

木
　
時
　
分
～
　
時
　
分
南
部
梅

13

30

15

30

郷
公
民
館
な
ど
で
。
全
６
回
。
受

講
後
、
南
部
地
区
の
小
中
学
校
で

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

で
き
る
市
民
か
市
内
在
勤
・
在
学

で
、　
歳
以
上
の
方
。　
人
（
抽

20

20

選
）。７
月
　
日
鞘
ま
で
に
社
会
教

17

育
課
か
南
部
梅
郷
公
民
館
☎
７
１

２
２
 
５
４
０
２
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
　
７
月
１
日

水
～
　
日
金
関
宿
小
学
校
周
辺
転

31

作
田
（
ま
め
バ
ス
関
宿
城
ル
ー
ト

「
西
町
」バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３

分
）で
。百
数
十
万
本
の
ロ
シ
ア
ヒ

マ
ワ
リ
が
咲
き

誇
る
。期
間
中

は
花
摘
み
も（
軍

手
と
は
さ
み
持

参
）。問
商
工
課

◆
清
水
台
小
学
校
で
ホ
タ
ル
放
流

　
７
月
　
日
金
　
時
　
分
～
　
時

10

19

30

20

　
分
。
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
約
　
匹
を

15

400

―

校
内
観
察
池
に
放
流
。
放
流
は
同

校
児
童
の
み
。
自
動
車
や
バ
イ
ク

で
の
来
校
は
不
可
。
問
清
水
台
小

学
校
☎
７
１
２
４
 
１
１
９
１

◆
７
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親

子
で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
つ
く
舞
　
７
月
　
日
土
　
時
　

18

19

30

分
か
ら
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
本
社
裏
駐

車
場
で
。
約
　
メ
ー
ト
ル
の
柱
上

15

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
ジ
ュ
ウ
ジ

ロ
サ
ン
」
の
雨

乞
い
の
妙
技
。

県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
。
問

社
会
教
育
課

◆
せ
き
や
ど
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
　

７
月
　
日
土
　
時
～
　
時
　
分
関

18

14

15

20

宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
（
い
ち
い

の
ホ
ー
ル
内
）
で
。「
ピ
ー
タ
ー
パ

―

ン
」
を
上
映
。
先
着
　
人
。
前
日

89

ま
で
に
直
接
せ
き
や
ど
図
書
館
☎

７
１
９
８
 
４
９
４
６
へ

◆
 武
  者
  土
  囃
  子
 　
７
月
　
日
月
正

む
 し
ゃ
 ど
 ば
や
 し

20

午
ご
ろ
か
ら
大
杉
神
社
（
木
間
ケ

瀬
）
で
。 山
  車
 の
 芸
  座
  連
 に
よ
る

だ
 
し
 

げ
 
ざ
 れ
ん

お
 囃
  子
 と
舞
い

は
や
 し

を
奉
納
。
市
指

定
無
形
民
俗
文

化
財
。
問
社
会

教
育
課

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
９in

sum
m
e

      
 
 r  　
７
月
　
日
20

月
　
時
　
分（
開
場
　
時
）か
ら
文

13

30

13

化
会
館
で
。
市
内
小
中
高
校
の
吹

奏
楽
部
な
ど
の
演
奏
。
柏
市
立
柏

高
校
吹
奏
楽
部
も
特
別
出
演
。全

席
自
由
　
円（
高
校
生
以
下
　

500

100

円
）。前
売
り
は
文
化
会
館
、欅
の
ホ

ー
ル
３
階
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ジ

ャ
ス
コ
ノ
ア
店
、
ブ
ッ
ク
ス
エ
ン

ド
ウ
川
間
店
・
関
宿
店
、い
な
げ
や

野
田
み
ず
き
店
で
発
売
中
。
問
文

化
会
館
☎
７
１
２
４
 
１
５
５
５

◆
ば
っ
ぱ
か
獅
子
舞
　
７
月
　
日
24

金
　
時
か
ら
八
幡
神
社（
清
水
）で
。

19
疫
病
退
散
・
 五
  穀
  豊
  穣
 を
願
い
、棒

ご
 こ
く
 ほ
う
 じ
ょ
う

術
や
居
合
術
、獅

子
舞
を
奉
納
。

県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
。
問

社
会
教
育
課

―

―

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

侠

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
７
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

７
月
１
日
水
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
７
・
９
・
　
・
15

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

23
28

30

60

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
８
日
。８
人

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

10
24

15

１８

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
８
日
。□市 
＝
　
日
。

21

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

15

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

17
27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約（
７
月
１
日
水
９
時
か
ら
）

16

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。
鉦
～
障

９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
。個
別
相
談（
要
予
約
）、
就
労
の
た
め
の「
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
作
成
。
鉦
９
時
～
　
時
、
鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時
。

35

28

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参
加
相
談（
社
会
教
育
課
）

◆
一
般
相
談
　
①
地
域
参
加
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。
鉦
～
鞘

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）。②
す
で
に
地
域
参
加
を
し

30

17

15

―

―

―

保
育
所
名

尾

崎

木
間
ケ
瀬

古
布
内

東

部

南

部

花

輪

福

田

あ
た
ご

北

部

乳

児
開
放
日

８
日
水

　
日
水

22８
日
水

８
日
水

９
日
木

　
日
木

23９
日
木

　
日
火

14　
日
火

14　
日
水

15　
日
木

16　
日
木

16

電
　
　
話

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
1

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
２
５
・
４
６
９
７

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
４

20年以上の取材経験談20年以上の取材経験談もも

展望台からの記念撮影展望台からの記念撮影もも

太鼓や笛に合わせ舞い太鼓や笛に合わせ舞いをを

柱上で倒立など柱上で倒立などもも

迫力のある獅子舞迫力のある獅子舞をを



頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
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７
月
　
日
金
ま
で
の
納
期
の
市

31

税
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
２

期
）②
国
民
健
康
保
険
税（
１
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
１

期
）④
介
護
保
険
料（
１
期
）

※
②
③
④
の
納
税（
入
）通
知
書
は

７
月
　
日
月
発
送
予
定
。

13

【
問
合
せ
】①
は
収
税
課
、②
③
は
国

保
年
金
課
、④
は
高
齢
者
福
祉
課

て
い
る
方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供
。
第
１
～
４
鐘
９
時
～
　17

時
。
電
話
予
約（
５
日
前
ま
で
）

◆
専
門
相
談
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
生
き
が
い
な
ど
。
第
２
・
４
障
９

時
～
　
時
。
電
話
予
約（
３
日
前
ま
で
）

16

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９
）

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時

13

16

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
害
者
の
相
談
か
ら

就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
２

13

30

16

日
）、
発
達
教
育（
６
日
）、
就
労
者
生
活（
　
日
）、
生
活
支
援

16

（
　
日
）、
こ
こ
ろ
の
生
活（
　
日
）。
電
話
予
約

23

28

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
知
的
障
害

10

者（
１
日
）、
視
覚
障
害
者（
７
日
）、
ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

21

13

　
分
～
　
時
　
分
…
身
体
障
害
者（
１
日
）、
聴
覚
障
害
者（
７

30

15

30

日
）、
精
神
障
害
者（
　
日
）。
電
話
予
約

21

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療

15

17

14

16

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

そ
の
他
の
相
談

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
相
続
手
続
や
成
年
後
見
な
ど
。　
日
鞘

17

　
時
～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
問
千
葉
県
行

10

14

政
書
士
会
東
葛
支
部
・
岩
本
☎
７
１
２
９
 
１
８
６
７

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

14

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―

―

―

―

の
た
め
。
問
同
博
物
館
☎
７
１
２

４
 
６
８
５
１

◆
経
済
セ
ン
サ
ス
 
基
礎
調
査
に

ご
協
力
を
　
全
事
業
所
の
産
業
や

従
業
者
規
模
な
ど
の
基
本
構
造
を

調
査
す
る
た
め
に
、
７
月
１
日
現

在
で
実
施
。
７
月
上
旬
か
ら
顔
写

真
入
り
の「
調
査
員
証
」を
持
っ
た

調
査
員
が
調
査
票
の
取
集
に
各
事

業
所
を
訪
問
。
問
行
政
管
理
課

◆
農
地
転
用
に
は
必
ず
許
可
を
　

７
～
９
月
は
「
農
地
違
反
転
用
防

止
対
策
強
化
月
間
」。許
可
な
く
農

地
の
残
土
埋
立
て
や
転
用
は
禁
止
。

問
野
田
市
農
業
委
員
会

◆
粗
大
ご
み
処
理
券
の
取
扱
店
　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
大
洋
舎
（
柳
沢
５

番
地
・
☎
７
１
２
４
 
３
７
１
０
）

が
追
加
に
。
問
清
掃
第
一
課
☎
７

１
３
８
 
１
０
０
１

―

―
―

―

生
１
万
５
千
円
。
卒
業
後
５
年
以

内
に
返
済（
無
利
息
）。
市
内
に
１

年
以
上
住
所
が
あ
り
、
経
済
上
の

理
由
で
進
学
・
在
学
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
。
高
校
生
、
大
学
生
各

２
人（
書
類
選
考
）。保
証
人
必
要
。

問
学
校
教
育
課

◆
野
田
市
成
人
式
の
実
行
委
員
　

式
典
の
進
行
や
交
歓
会
の
企
画
な

ど
。
平
成
元
年
４
月
２
日
～
２
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
。
問
社

会
教
育
課

相
談
・
そ
の
他

◆
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

の
傍
聴
　
７
月
　
日
水
　
時
か
ら

15

14

総
合
公
園
体
育
館
で
。先
着
５
人
。

　
時
　
分
か
ら
受
付
。
問
社
会
体

13

30

育
課
☎
７
１
２
４
 
７
９
３
０

◆
郷
土
博
物
館
臨
時
休
館
　
７
月

　
日
火
～
　
日
金
は
特
別
展
準
備

21

31

―

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

　
網
膜
静
脈
分
枝
閉
塞
症

　
 網
  膜
 

も
う
 ま
く
 静
  脈
 

じ
ょ
う
 み
ゃ
く

 分
  枝
  閉
  塞
 

ぶ
ん
 し
 へ
い
 そ
く
 症
 は
、
高
血
圧
や
動
脈

し
ょ
う

硬
化
症
に
関
連
し
て
起
こ
っ
て
く
る
病
気
で
す
。

　
眼
底
に
あ
る
網
膜
は
、
も
の
を
見
た
と
き
に
像

が
映
る
場
所
で
す
が
、
神
経
組
織
か
ら
成
り
血
液

が
酸
素
を
送
る
こ
と
に
よ
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
網
膜
に
は
動
脈
と
静
脈
が
網
の
目

の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
動
脈
と
静
脈
は
所
々
で
交
差
し
て
い
ま
す
が
、

動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
く
る
と
、
交
差
部
で
動
脈

が
静
脈
を
圧
迫
し
て
、
静
脈
を
つ
ま
ら
せ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
静
脈
が
閉
塞
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
先
の
静
脈
の

内
圧
が
上
が
り
、血
管
か
ら
血
液
が
漏
れ
出
し
て
、

網
膜
に
出
血
や
 浮
  腫
 を
起
こ
し
ま
す
。

ふ
 し
ゅ

　
出
血
が
網
膜
の
中
心
部
に
か
か
っ
て
し
ま
う
と
、

視
力
障
害
が
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
生
活

習
慣
病
の
あ
る
方
は
、
定
期
的
な
眼
底
検
査
が
必

要
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｋ
）

市
税
な
ど
の
納
期（
７
月
）

◆
バ
ス
で
行
く
親
子
公
共
施
設
等

見
学
会
　
８
月
４
日
火
　
時
　
分

10

20

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、　
時
　
分
市

10

50

役
所
集
合
。　
時
ご
ろ
そ
れ
ぞ
れ

15

の
集
合
場
所
に
帰
着
予
定
。
清
掃

工
場
や
消
防
本
部
、
キ
ッ
コ
ー
マ

ン
も
の
知
り
し
ょ
う
ゆ
館
を
見
学
。

小
学
生
以
上
。　
人（
抽
選
）。
ス

30

リ
ッ
パ
と
筆
記
用
具
持
参
。
７
月

　
日
火
必
着
で
往
復
は
が
き
（
１

21枚
で
親
子
１
組
か
２
人
ま
で
）
に

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
☎
・

集
合
場
所
・
市
報
に
対
す
る
意
見

を
明
記
し
、
〒
　
 
８
５
５
０
野

278

田
市
役
所
秘
書
広
報
課
「
親
子
公

共
施
設
等
見
学
会
」
係
へ

募
　
集

◆
夏
休
み
期
間
中
の
キ
ャ
ン
プ
用

具
、み
こ
し
、和
太
鼓
の
貸
し
出
し

　
貸
出
期
間
は
７
月
　
日
金
～
８

17
―

月
　
日
月
（
原
則
５
日
以
内
）。青

31
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
す
る

団
体
。
申
込
み
は
７
月
３
日
金
～

９
日
木（
６
日
月
除
く
）に
直
接
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
１
２
５
 

２
６
３
９
）
へ
。
抽
選
会
は
７
月

　
日
日
同
セ
ン
タ
ー
で
９
時
か
ら

12み
こ
し
・
和
太
鼓
、
９
時
　
分
か

30

ら
キ
ャ
ン
プ
用
具
。
キ
ャ
ン
プ
用

具
の
み
同
日
取
り
扱
い
講
習
会
あ

り
（
欠
席
は
申
込
取
消
）。

◆
関
宿
中
央
学
童
保
育
所
の
臨
時

職
員（
指
導
員
産
休
代
替
）　
平
日

　
時
～
　
時
　
分
、
学
校
休
業
日

13

18

30

８
時
～
　
時
　
分
、
９
月
か
ら
４

18

30

か
月
程
度
勤
務
で
き
る
方
。
保
育

士
や
教
員
な
ど
の
有
資
格
者
優
先
。

社
会
保
険
・
有
給
休
暇
・
通
勤
手

当
あ
り
。
詳
細
は
児
童
家
庭
課
へ

◆
野
田
市
育
英
資
金
　
貸
与
額

（
月
額
）は
高
校
生
１
万
円
、
大
学 ―

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
７
月
８
日
水
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た

10

い
方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―
頑

顔
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼



兇

　
ヨ
ッ
ト
き
ら
き
ら
丸
で
、
沖

縄
か
ら
北
海
道
ま
で
、
ひ
と
り

で
、距
離
１
万
３
千
　
キ
ロ
、　
か

500

17

月
を
か
け
、
海
か
ら
日
本
列
島

を
回
っ
た
航
海
の
物
語
で
す
。

 慎
 ま
し
く
生
き
る
海
の
人
た
ち

つ
つの

姿
が
 綴
 ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
づ

New Books
南図書館の推せん図書

　
人
気
の
絵
本「
そ
ら
ま
め
く
ん
」

シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
す
。
今
回
出

て
く
る
の
は
、長
い
長
い
豆
。「
さ

ん
じ
ゃ
く
ま
め
」
の
兄
弟
と
ど
ち

ら
が
素
敵
な
ベ
ッ
ド
を
持
っ
て
い

る
か
を
競
争
し
ま
す
。
心
温
ま
る

愉
快
な
絵
本
で
す
。

「港を回れば
日本が見える」
岡敬三・著

東京新聞出版局

講
演
会
・
教
室

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室
　
①
卓
球
初
心
者
サ
ー
ク
ル
…

７
月
７
日
～
８
月
４
日
（
７
月
　
日
21

除
く
）
の
火
　
時
　
分
～
　
時
。
全

14

30

16

４
回
。
②
ヨ
ガ
初
心
者
教
室
…
７
月

　
日
～
　
日
の
毎
週
鞘
　
時
～
　

10

31

14

15

時
。
全
４
回
。
い
ず
れ
も
　
歳
以
上

20

の
女
性
。　
人（
抽
選
）。
参
加
費
千

30

　
円
。①
は
ラ
ケ
ッ
ト
と
シ
ュ
ー
ズ
、

500②
は
運
動
で
き
る
服
装
と
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
か
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
。
①
は
７

月
５
日
日
、
②
は
７
月
７
日
火
必
着

で
電
話
か
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏

名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
☎
を
明
記
・

１
家
族
１
通
）
で
〒
　
 
０
２
２
５

270

平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
☎
７

401

１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
子
供
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室
　
７

月
８
日
水
、　
日
水
　
時
～
　
時
　

15

17

18

30

分
川
間
公
民
館
で
。
小
学
生
。
各
回

先
着
　
人
。
事
前
に
土
戸
☎
　
 
３

20

090

０
６
６
 
２
６
５
６
へ

◆
ゆ
か
た
の
着
装
と
マ
ナ
ー
こ
ど
も

教
室
　
７
月
　
日
土
～
平
成
　
年
２

11

22

月
　
日
土
　
時
　
分
～
　
時
市
民
会

20

13

30

15

館
で
。
全
　
回
。
小
中
学
生
。
先
着

16

　
人
。
参
加
費
　
円
（
　
回
分
、
別

20

500

16

途
ゆ
か
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
千
円
）。

－

－

－

－

筆
記
用
具
と
白
靴
下
を
持
参
。
７
月

５
日
日
ま
で
に
横
川
☎
・
思
７
１
２

５
 
２
１
４
７
へ

◆
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
　
７
月
　
日
15

水
　
時
　
分
～
　
時
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ

13

30

15

ィ
会
館
で
。「
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い

あ
な
た
と
私
～
夫
婦
だ
か
ら
こ
そ
許

せ
な
い
」
が
テ
ー
マ
。
先
着
　
人
。

40

前
日
ま
で
に
大
澤
☎
７
１
２
３
 
３

６
４
６
へ

◆
夏
休
み
卓
球
教
室
　
７
月
　
日
土

18

～
８
月
　
日
日
の
土
　
時
～
　
時
と

23

15

17

日
　
時
～
　
時
　
分
川
間
体
育
館

10

12

30

で
。
全
　
回
。
小
学
生
。
参
加
費
２

11

千
円
。
事
前
に
白
石
☎
７
１
９
８
 

０
２
３
０
へ

◆
夏
休
み
習
字
宿
題
教
室
　
７
月
　19

日
日
、　
日
月
９
時
～
　
時
　
分
中

20

10

30

央
公
民
館
で
。全
２
回
。小
中
学
生
。

－

－

－

先
着
　
人
。
参
加
費
１
回
千
　
円
。

10

500

前
日
ま
で
に
鈴
木
☎
　
 
４
４
３
９

090

 
４
８
０
３
へ

◆
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
研
究
開
発
本
部
で

実
験
や
講
演
会
　
①
実
験
教
室
…
７

月
　
日
木
９
時
～
　
時
。
稲
の
品
種

30

17

判
別
や
ホ
タ
ル
の
発
光
酵
素
を
用
い

た
実
験
。
高
校
生
。
先
着
　
人
。
②

20

講
演
会
…
７
月
　
日
金
　
時
～
　

31

14

16

時
。「
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
と
未
来
社
会

～
バ
イ
オ
燃
料
は
我
々
を
救
え
る
の

か
」
が
テ
ー
マ
。
中
学
生
以
上
。
先

着
　
人
。
い
ず
れ
も
７
月
　
日
金
必

100

24

着
で
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
学
校
名
・
学
年
・
☎
・
教

室
か
講
演
会
を
明
記
）
で
〒
　
 
０
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０
３
７
野
田
　（
財
）野
田
産
業
科
学

399

研
究
所
☎
７
１
２
３
 
５
５
７
２
・

思
７
１
２
３
 
５
９
５
３
へ

－

－

－

－

－

◆
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
活
用
に
よ
る

２１

環
境
経
営
講
座
　
８
月
１
日
土
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。
午
前

の
部
は
９
時
～
正
午
、
午
後
の
部
は

　
時
～
　
時
。
受
講
料
４
千
円
。
各

13

16

部
先
着
　
人
。
事
前
に
電
話
予
約
の

24

上
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
１

 
１
１
８
４
へ

◆
野
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
無
料

初
心
者
教
室
　
９
月
６
日
日
～
　
月
11

　
日
日
９
時
～
正
午
福
田
ゲ
ー
ト
ボ

22ー
ル
場
で
。
８
月
　
日
日
ま
で
に
中

30

山
☎
７
１
２
２
 
１
６
７
８
へ

イ
ベ
ン
ト
・
相
談

◆
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
贈
る
会
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
　
７
月
５
日
日

９
時
～
　
時
ジ
ャ
ス
コ
ノ
ア
店
時
計

16

の
広
場
で
。
問
小
川
☎
７
１
２
３
 

－

－

－

「そらまめくんと
ながいながいまめ」
なかやみわ・作
小学館

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

野田みこしパレード

　市制施行４０周年を記念して、平成
２年に、まちおこし事業の一環とし
てスタートした「野田みこしパレー
ド」が、今年で２０周年を迎えます。
　市内各地域から集まったみこしが、
「本町通り」を中心に集まり、勇ま
しい掛け声とともに、会場を練り歩
く姿は圧巻です。

　１５時から子どもみこしが、次いで
大人みこしがパレードを始め、威勢
のよい掛け声とともに担ぎ手たちの
熱気に会場は包まれ、２１時ごろまで
沿道いっぱいの観客を沸かせます。
　今年は８月１日土開催です。
＜アクセス＞愛宕駅下車徒歩約５分、野
田市駅下車徒歩約７分
＜問合せ＞野田商工会議所☎７１２２－３５８５

20年目のみこしパレード
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失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

競

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

   　

 帆  乃  佳 ちゃん
ほ の か

（１９.１０.２５生）
〔遠藤大介・美佳さん（長女）・中野台〕

 楓  花 ちゃん ・ 
ふう か

 昊  太 くん 
こう だい

 （１７.３.１４生）　（１９.５.２１生）
〔会田賢司・美砂子さん（長女・長男）・中野台〕

９
２
５
４

◆
宝
珠
花
小
僧
杯
将
棋
大
会
　
７
月

５
日
日
　
時
～
　
時
関
根
名
人
記
念

10

16

館
対
局
室
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
中
学
生
以
下
。
事
前
に
松
尾
☎

７
１
９
８
 
３
０
４
１
へ

◆
野
田
失
語
症
友
の
会
相
談
会
　
７

月
６
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７

１
２
９
 
１
６
５
５

◆
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル「
エ
ン
ジ
ェ

ル
キ
ッ
ズ
」　
７
月
９
日
障
　
時
　

10

30

分
～
　
時
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

11

（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
読
み
聞
か
せ

の
体
験
や
手
遊
び
。当
日
会
場
受
付
。

問
吉
田
☎
７
１
２
４
 
０
１
０
３

－

－

－

◆
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
で
園
庭
開
放
　

７
月
　
日
金
、　
日
水
　
時
～
　
時

10

15

10

11

　
分
。
乳
幼
児
の
親
子
。
各
回
先
着

30　
人
。
事
前
に
同
園
☎
７
１
２
５
 

10５
４
５
０
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト「
ソ

プ
ラ
ノ
＆
ピ
ア
ノ
」
　
７
月
　
日
金

10

　
時
　
分
～
　
時
市
役
所
１
階
つ
く

12

30

13

し
ん
ぼ
で
。「
あ
な
た
が
欲
し
い
」
や

「
美
し
き
夕
べ
」
な
ど
。
当
日
会
場

へ
。
問
市
役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
桜
将
会
将
棋
大
会
　
７
月
　
日
日

12

８
時
　
分
～
　
時
清
水
正
光
館
で
。

30

15

初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
　
ク
ラ
ス

12

で
対
局
。
参
加
費
千
円
。
前
日
ま
で

に
駒
崎
☎
７
１
２
２
 
４
４
７
４
へ

◆
ゆ
う
＆
み
い
　
①
育
児
の
日
…
７ －

－

月
　
日
日
　
時
～
　
時
　
分
。
②
育

12

10

11

30

児
相
談
日
…
７
月
　
日
水
　
時
　
分

15

10

30

～
正
午
。
０
～
３
歳
の
親
子
。
い
ず

れ
も
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド
館
で
。

費
用
　
円
。
①
は
当
日
会
場
受
付
、

50

②
は
事
前
に
 
ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１

２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
野
田
新
信
亭
落
語
会「
金
太
郎
・
小

南
治
二
人
会
」　
７
月
　
日
醤
　
時

12

14

～
　
時
興
風
会
館
で
。 山
遊
  亭
  金
  太
 

さ
ん
ゆ
う
 て
い
 き
ん
 た

16
 郎
 ・
ろ
う

 桂
 
か
つ
ら

 小
  南
  治
 が
出
演
。
入
場
料
千

こ
 な
ん
 じ

円
。
当
日
会
場
受
付
。
問
望
月
☎
７

１
２
５
 
６
６
３
９

◆
押
し
花
展
　
７
月
　
日
月
～
　
日

13

19

日
９
時
～
　
時（
初
日
は
　
時
か
ら
、

17

11

最
終
日
は
正
午
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
額
や
小
物
な

－

－

ど
約
　
点
。
問
小
林
☎
７
１
２
７
 

50

２
４
８
０

◆
ネ
モ
サ
ロ
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン
　
野
田

at

　
７
月
　
日
日
　
時
～
　
時
南
部
梅

19

13

18

郷
公
民
館
で
。
ひ
き
こ
も
り
の
本
人

や
家
族
同
士
の
交
流
。
当
日
会
場
受

付
。
問
 檜
  垣
 ☎
　
 
５
４
５
７
 
４

ひ
 が
き

070

２
３
６

◆
源
氏
物
語
を
楽
し
む
会
　
７
月
　21

日
火
か
ら
毎
月
第
３
火
　
時
　
分
～

10

30

正
午
欅
の
ホ
ー
ル
２
階
で
。
上
原
作

和
氏
（
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
講

師
）
に
よ
る
解
説
。
資
料
代
な
ど
１

回
千
円
。
事
前
に
笛
木
☎
７
１
２
９

 
７
４
３
９
へ

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
無
料
映
画
祭
「
お

く
り
び
と
」　
７
月
　
日
土
文
化
会
館

25

－

－

－

－

で
。
午
前
の
部
は
　
時
　
分
か
ら
、

10

30

午
後
の
部
は
　
時
か
ら
。
ロ
ビ
ー
で

14

写
真
展
や
バ
ザ
ー
も
。当
日
会
場
へ
。

問
 
野
田
文
化
研
究
会
☎
７
１
２
４

 
０
７
６
０

◆
野
田
朗
読
の
会
公
演
「
野
田
周
辺

の
伝
説
」　
７
月
　
日
日
　
時
～
　

26

14

16

時
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
い
ち
い

の
ホ
ー
ル
内
）で
。小
学
生
以
上
。入

場
料
千
円
。
７
月
　
日
月
ま
で
に
加

20

藤
☎
　
 
５
４
０
６
 
４
８
０
０
へ

080

◆
関
宿
写
真
同
好
会
写
真
展
　
７
月

　
日
木
～
８
月
８
日
土
９
時
～
　
時

30

17

（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
　16

時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
。
半
切
約
　
点
。
問
高
橋
☎

40

７
１
９
６
 
２
６
９
４

－

－

－

－

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
６
月
１
日
号
の
正
解
は「
ゆ
め
あ
ぐ
り
の
だ（
野
田
）」で
し
た
。　
通
の
応
募
の
中
か
ら
抽

６８

選
の
結
果
、当
選
者
は
岩
井
康
晃
様
、大
木
孝
子
様
、大
越
美
代
子
様
、土
井
伸
子
様
、森
田
イ
ク
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
E

の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
５
ペ
ー
ジ

に
答
え
が
あ
り
ま
す
（
出
題
＝
秘
書

広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
野
田
市
の
特
産
品
。

②
卵
の
黄
色
い
と
こ
ろ
。

③
ば
ら
肉
を
塩
漬
け
後
 薫
  製
 に
。

く
ん
 せ
い

⑤
メ
ー
ル
を
交
わ
す
友
だ
ち
。

⑧
家
族
が
ふ
だ
ん
い
る
部
屋
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
駅
売
り
弁
当
。

④
替
え
玉
。身
代
わ
り
。

⑥
線
を
円
筒
形
に
巻
い
た
も
の
。

⑦
主
要
な
。主
な
。

⑨
漢
字
で
書
く
と「
蜘
蛛
」。

【
応
募
方
法
】
官
製
は
が
き
に
７
月

　
日
水
必
着
で
、答
え
、郵
便
番
号
、住

１５所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、市
報
に

対
す
る
ご
意
見
を
明
記
し
、〒
　
 
8

２７８

5
5
0
野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課

「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係
ま
で
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様

に「
図
書
カ
ー
ド
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
８
月
１
日
号
で

発
表
し
ま
す
。
な
お
、当
選
者
の
方
は

氏
名
を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。 －

◎
寺
子
屋
講
座
…
７
月
　
日
□日 
　
時
　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館
で
。
髙
梨
東
道
氏（
郷
土
人
形
収
集
鑑
賞
家
）に
よ
る
「
千
葉
県
の

１９

１３

３０

１５

３０

郷
土
人
形
」
が
テ
ー
マ
。
先
着
　
人
。
費
用
一
般
　
円
、学
生
　
円
。
事
前
に
電
話
で
 
野
田
文
化
広
場
☎
７
１
２
４
―

６
８
５
１
へ

２０

５００

２５０



※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１０４７号　平成２１年７月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科（小児科）＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２１.６.１現在）●人口＝１５６,９６４人（－１０７）　男＝７８,８５５人（－６７）　女＝７８,１０９人（－４０）●世帯数＝６０,６６９世帯（－２７）　●市の面積＝１０３.５４㎢

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

童
謡
作
曲
家
・
山
中
直
治
①

　
教
師
と
し
て

　
　
　
作
曲
家
と
し
て
も

▼
ビ
オ
ト
ー
プ
化
を
進
め
る

江
川
地
区
で
、
荒
れ
て
い
た

耕
地
が
、
関
係
者
の
努
力
で

復
田
化
さ
れ
、４
月
　
日
、一

26

般
公
募
の
人
た
ち
で
初
の
田

植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
美

し
い
里
山
の
自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
皆
さ
ん
本
当
に
楽
し

そ
う
で
し
た
。
ま
さ
に
「
努

力
は
夢
を
結
実
さ
せ
る
」
で

す
▼
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
、
市

民
会
館
で
は
、
あ
る
女
優
さ

ん
が
来
館
さ
れ
、
大
型
テ
レ

ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
撮
影

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
６
月
６

日
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
る
C

M
で
す
▼
そ
の
女
優
さ
ん
が

野
田
に
残
し
て
く
だ
さ
っ
た

色
紙
に
は
こ
う
あ
り
ま
し
た
。

「
い
つ
で
も
夢
を
」 　
（
き
）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）奥野循環器科クリニック（☎７１２３－７７１１）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）５日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）野田南部診療所（☎７１２１－０１７１）西村クリニック（☎７１２３－００５０）１２日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）新村医院（☎７１３８－２１０３）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）１９日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）丹保医院（☎７１２９－３５５７）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）２０日（月）

遠藤産婦人科医院(☎７１２４－７８６０）小澤医院（☎７１２２－３９８０）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）２６日（日）

　
平
成
５
年
、
山
崎
に
あ
る
山
中

直
治
の
生
家
な
ど
か
ら
、
大
量
の

楽
譜
や
レ
コ
ー
ド
、草
稿
ノ
ー
ト
、

手
紙
類
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
つ
か
っ
た
資
料
は
、
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
未
発

見
」
の
も
の
が
多
く
、「
日
本
童
謡

史
」
の
一
部
を
埋
め
る
こ
と
が
出

来
る
ほ
ど
の
も
の
で
し
た
。

　
発
見
当
時
は
新
聞
紙
上
で
も「
山

中
直
治
の
直
筆
譜
面
な
ど
発
見
」

「
山
中
直
治
の
直
筆
楽
譜
な
ど
　100

余
点
」
な
ど
、
大
き
な
見
出
し
を

つ
け
て「
歴
史
的
な
新
発
見
」を
報

道
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
発
見
さ
れ
た
資
料
は
、
そ

の
後
、
ご
遺
族
の
ご
厚
意
に
よ
り

野
田
市
郷
土
博
物
館
に
す
べ
て
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
号
か
ら
は
、
童
謡
作
曲
家
で

あ
り
、
か
つ
小
学
校
教
師
で
あ
っ

た
山
中
直
治
が
残
し
た
業
績
を
、

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
山
中
直
治
は
、明
治
　（
１
９
０

39

６
）年
１
月
　
日
、父
紋
次
郎
、母

27

や
い
の
長
男
と
し
て
東
葛
飾
郡
梅

郷
村（
現
在
の
野
田
市
山
崎
）に
生

ま
れ
、
大
正
元（
１
９
１
２
）
年
４

月
、生
家
の
近
く
の
東
葛
飾
郡
梅
郷

尋
常
高
等
小
学
校（
現
在
の
野
田
市

立
南
部
小
学
校
）に
入
学
し
ま
し
た
。

　
少
年
時
代
の
山
中
を
知
る
資
料

は
、
あ
ま
り
存
在
し
ま
せ
ん
が
、

す
べ
て「
甲
」と
書
か
れ
た
尋
常
科

５
年
生
の
時
の
成
績
表
や
、「
甲

上
」と
評
価
さ
れ
た
高
等
科
時
代
に

書
か
れ
た
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
書
道
は
と
て
も
 丁
  寧
 に
書
か
れ
、

て
い
 ね
い

真
面
目
で
、
か
つ
几
帳
面
だ
っ
た

性
格
が
よ
く
分
か
る
資
料
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
山
中
直
治
は
、
い
つ

ご
ろ
か
ら
音
楽
に
関
心
を
持
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

い
た
」と
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
て
い
ま
す
。

　
直
治
は
、
特
別
に
音
楽
学
校
で

専
門
的
に
学
ん
だ
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
千
葉
師
範
で
は
瀧
口

竹
松
に
、ま
た
、大
正
　
（
１
９
２

14

５
）
年
か
ら
勤
め
た
野
田
尋
常
高

等
小
学
校
（
現
在
の
野
田
市
立
中

央
小
学
校
）で
は
、乗
松
隆
一（
１

９
０
２
～
１
９
７
５
）
に
和
声
を

学
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
乗
松（
別
名
・
昭
博
、明
広
、立

一
）
は
、
山
田
耕
作
の
内
弟
子
で
、

当
時
、
町
立
野
田
高
等
女
学
校
に

非
常
勤
で
音
楽
を
担
当
し
、
作
曲

家
と
し
て
も
活
躍
。
昭
和
　
（
１

14

９
３
９
）
年
、
内
田
吐
夢
監
督
の

映
画「
土
」（
長
塚
節
）の
音
楽
を
手

が
け
た
り
、
豊
島
区
立
目
白
小
学

校
、
平
塚
学
園
高
等
学
校
、
土
浦

日
本
大
学
高
等
学
校
な
ど
数
々
の

校
歌
も
手
が
け
て
い
ま
し
た
。

※
文
中
敬
称
略（
次
号
へ
つ
づ
く
）

【
参
考
資
料
】「
千
葉
日
報
」
昭
和

　
年
３
月
　
日
／
「
よ
み
が
え
る

56
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山
中
直
治
童
謡
の
世
界
」
野
田
市

郷
土
博
物
館

19歳ころの山中直治

　
弟
の
民
夫（
当
時
）は
「
実
家

に
音
楽
担
当
の
女
性
教
師
が
下

宿
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
音
楽

に
興
味
を
覚
え
、
千
葉
師
範
時

代（
大
正
　
年
～
　
年
）か
ら
音

10

14

楽
に
打
込
ん
で
、
各
地
の
ピ
ア

ノ
演
奏
会
な
ど
に
も
出
演
し
て

高等科時代の習字／野
田市郷土博物館所蔵


